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三
九

﹇
は
じ
め
に
﹈

カ
ナ
ダ
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
（O

ntario

）、
ケ
ベ
ッ
ク
州
（Q

uébec

）、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
（N

ew
 

B
runsw

ick

）、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
（N

ova S
cotia

）、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
（B

ritish C
olum

bia

）、
ア
ル
バ
ー
タ
州

（A
lberta

）、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
（S

askatchew
an

）、
マ
ニ
ト
バ
州
（M

anitoba

）、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
・
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
州

（N
ew

foundland and L
abrador

）、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
州
（P

rince E
dw

ard

）
の
一
〇
州
（provinces

）
に
、
ユ
ー
コ
ン
（Y

ukon

）、

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
（N

orthw
est

）、
ヌ
ナ
ブ
ト
（N

unavut

）
の
三
準
州
（T

eritory

）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
は
こ
れ
ら
の
州
等
に
よ
り
な
る
連
邦
国
家
で
あ
る
が
、
そ
の
発
展
の
歴
史
は
、
米
国
が
一
三
州
に
始
ま
り
、
西
へ
発
展
す
る
に

連
れ
て
州
が
増
加
し
て
い
っ
た
、
と
言
う
単
純
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
は
、
非
常
に
逆
説
的
な
表
現
を
と
れ
ば
、
米
国
が
作
り
出
し
た
国
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
米
国
の
た
め

に
今
日
カ
ナ
ダ
と
な
る
北
米
英
領
は
作
ら
れ
、
米
国
に
対
す
る
反
発
が
、
カ
ナ
ダ
を
、
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
米
国
の
歴
史
と
も
複
雑
に
対
応
し
て
い
る
。

今
日
の
カ
ナ
ダ
憲
法
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
一
連
の
立
法
は
、
米
国
独
立
戦
争
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
原

因
で
、
当
時
、
両
国
は
銃
火
を
交
え
て
い
る
。
一
八
一
二
年
の
米
英
戦
争
で
再
び
銃
火
を
交
え
て
い
る
。
そ
の
後
も
米
国
に
は
カ
ナ
ダ
合

併
論
が
根
強
く
存
在
し
、
南
北
戦
争
時
に
は
、
一
部
米
国
民
が
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
私
戦
を
仕
掛
け
て
お
り
、
ま
た
、
大
統
領
選
挙
の
公
約

に
カ
ナ
ダ
と
の
戦
争
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
な
ど
、
両
国
関
係
は
一
貫
し
て
か
な
り
の
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
緊
張
が
、
カ

ナ
ダ
憲
法
の
発
展
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
六
九
七
）
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四
〇

そ
し
て
、
そ
の
カ
ナ
ダ
憲
法
で
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
は
、
英
国
植
民
地
か
ら
発
展
し
た
国
で
あ
る
の
で
、
英
国
同
様
、
基
本
的
に
は
軟
性

憲
法
の
国
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
建
国
以
前
に
英
国
王
が
発
し
た
宣
言
な
ど
が
、
今
日
の
カ
ナ
ダ
憲
法
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他

方
、
隣
国
で
あ
る
米
国
の
強
い
影
響
の
下
、
硬
性
憲
法
も
有
し
て
い
る
と
い
う
複
雑
さ
が
あ
る
。

以
下
、
そ
う
し
た
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
、
そ
の
初
期
か
ら
カ
ナ
ダ
建
国
ま
で
の
、
硬
性
憲
法
の
国
で
は
憲
法
に
は
数
え
ら
れ
な
い
は
ず
の

法
規
範
で
形
成
さ
れ
る
憲
法
史
を
、
本
稿
で
は
概
説
し
た
い
。

一　

一
七
六
三
年
国
王
宣
言
（R
oyal P

roclam
ation of 1763

）

北
米
に
お
け
る
ア
ン
女
王
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
一
七
一
三
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
（T

reaty of U
trecht （

1
））

及
び
七
年
戦
争
（
米
国
で
は
フ

レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
（F

rench and Indian W
ar

）
と
呼
ば
れ
る
。）
を
終
結
さ
せ
た
一
七
六
三
年
パ
リ
条
約
（T

reaty of P
aris 1763 （

2
））

に
よ
り
、
北
米
大
陸
の
主
要
部
分
は
英
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

こ
の
時
点
で
、
北
米
英
国
植
民
地
は
大
別
し
て
三
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
（A

cadia

）
で

あ
る
。
こ
の
地
は
、
ほ
ぼ
今
日
の
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
全
域
に
当
た
る

（
3
）

。
そ
の
地
が
、
フ
ラ
ン
ス
系
入
植
者
に
よ
っ
て
ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
と

名
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
ケ
ベ
ッ
ク
（Q

uebec

）
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
ヌ
ー

ヴ
ェ
ル
フ
ラ
ン
ス
（N

ouvelle F
rance

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
英
国
植
民
地
に
な
る
に
際
し
て
、
名
称
が
変
更
さ
れ
、
そ
の
主
要
都
市

名
を
取
っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
米
国
独
立
戦
争
の
中
心
と
な
る
一
三
植
民
地
で
あ
る
。

一
七
六
三
年
パ
リ
条
約
で
獲
得
し
た
ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
及
び
ケ
ベ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
す
る
植
民
地
で
あ
り
、
居
住
し

（
六
九
八
）
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四
一

て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
英
国
に
は
こ
れ
ら
の
土
地
の
代
わ
り
に
、
カ
リ
ブ
海
の
島
、
ガ
ド
ル
ー
プ

（G
uadeloupe

）
と
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
（M

artinique

）
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
得
る
と
い
う
選
択
肢
も
存
在
し
た
。
短
期
的
に
は
カ
リ
ブ
海
の
島
々

が
有
利
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
豊
か
に
砂
糖
を
算
出
す
る
植
民
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
ち
ら
を
取
っ
て
い
れ
ば
、
戦
争
に

要
し
た
費
用
は
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
で
容
易
に
賄
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
氷
に
覆
わ
れ
た
北
米
の
地
を
英
国
が
選
択

し
た
の
は
、
一
三
植
民
地
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
っ
た

（
4
）

。
こ
の
判
断
が
、
一
三
植
民
地
を
し
て
、
英
国
か
ら

独
立
を
選
ば
せ
る
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
の
皮
肉
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

そ
の
結
果
、
こ
の
、
戦
争
経
費
の
回
収
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
異
言
語
を
話
す
住
民
の
い
る
植
民
地
を
経
営
す
る
と
い
う
難
題
を
、
英
国

は
抱
え
込
ん
だ
。
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
二
つ
の
植
民
地
に
対
し
て
英
国
が
取
っ
た
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
一
七
五
五
年
、
英
国
は
そ
こ
に
住
む
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
抵
抗
を
抑
圧
す
る
手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

系
住
民
の
全
員
、
約
一
万
五
千
人
を
追
放
処
分
に
し
た

（
5
）

。
彼
ら
は
、
北
米
各
地
に
散
る
こ
と
に
な
る

（
6
）

。
こ
の
結
果
、
同
植
民
地
は
、
英
国

系
住
民
が
居
住
す
る
地
域
に
変
わ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
英
国
系
住
民
の
絶
対
数
が
少
な
い
た
め
、
同
様
の
措
置
を
執
る
と
、
事
実
上
無
人
の
地
域
と

な
り
、
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
英
国
は
オ
タ
ワ
族
の
指
導
者
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
（P

ontiac

）
を
中
心
と
す
る
イ
ン

デ
ィ
ア
ン

（
7
）

連
合
軍
と
の
戦
い
（P

ontiac ’s W
ar

あ
る
い
はP

ontiac ’s R
ebellion

と
呼
ば
れ
る
。）
に
直
面
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

英
国
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
連
合
軍
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
間
で
和
平
条
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
そ
の
英
国
側
の
文
書
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
国
王
宣
言
（R

oyal P
roclam

ation of 1763

）
で
あ
る

（
8
）

。
こ
の
宣
言
は
、
大
き

く
二
つ
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

（
六
九
九
）
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四
二

第
一
に
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
に
挟
ま
れ
た
広
大
な
地

域
を
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
（Indian T

erritory

）
と
し
、
そ
の
地
域
へ
の
白

人
の
入
植
を
禁
じ
た
。
既
に
入
植
し
て
い
る
白
人
に
つ
い
て
は
、
英
国
政

府
が
割
譲
し
た
り
、
販
売
し
た
り
し
た
土
地
を
除
き
、
依
然
と
し
て
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
土
地
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
速
や
か
に
そ
の
土
地
か
ら
入

植
者
を
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
英
国
政
府
か
ら
の
割
譲
又
は

販
売
と
い
う
限
定
文
言
に
よ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
植
民
地
と
一
三
植
民
地
が
除

外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
条
約
に
基
づ
い
て
作
り
出
さ
れ
た
憲
法

的
な
枠
組
み
で
あ
り
、
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
憲
法

（
9
）

二
五
条

（
10
）

に
よ
り
、
再
度

引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
は
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
マ
グ
ナ
カ

ル
タ
（Indian M

agna C
arta

）」
な
い
し
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
権
利
章
典

（Indian B
ill of R

ights

）」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
に
お
け
る

カ
ナ
ダ
先
住
民
の
権
利
保
護
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
こ
れ
は
米
国
独
立
戦
争
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
一
三
植
民
地
の
白
人
達
の
中
に
は
、
す
で
に
こ
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
領
地
に
入
植
し
て
い
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
七
〇
〇
）
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四
三

彼
ら
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
宣
言
は
、
彼
ら
の
既
得
権
を
、
英
国
が
一
方
的
に
剥
奪

す
る
と
し
て
、
耐
え
が
た
い
諸
法
（Intolerable A

cts

）
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
た

の
で
あ
る

（
11
）

。
二　

ケ
ベ
ッ
ク
法
（Q

uebec A
ct of 1774

）

（
一
）　

ケ
ベ
ッ
ク
法
の
内
容

一
七
七
四
年
ケ
ベ
ッ
ク
法
は
、
英
国
議
会
が
制
定
し
、
一
七
七
四
年
六
月
二
二

日
に
王
の
同
意
を
受
け
て
成
立
し
、
一
七
七
五
年
五
月
一
日
に
発
効
し
た
英
国
法

で
あ
る

（
12
）

。

同
法
の
第
一
条
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
植
民
地
の
領
域
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
簡

単
に
言
え
ば
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
か
ら
、
上
述
の
国
王
宣
言
で
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
領
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
大
半
を
、
そ
っ
く
り
ケ
ベ
ッ
ク
の
領
域
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
英
国
系
毛
皮
商
人
の
活
動
領
域
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
英
国

系
住
民
の
不
満
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

英
国
王
の
約
束
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
の
不
可
侵
は
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
立

法
上
は
反
故
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
毛
皮
商
人
は
、
友
好
裏
に
イ
ン

（
七
〇
一
）
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四

デ
ィ
ア
ン
と
毛
皮
取
引
を
行
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
、
国
王
宣
言
違
反
は
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
植
民
地
は
、
総
督
と
、
一
七
人
か
ら
二
三
人
の
任
命
さ
れ
た
評
議
員
か
ら
な
る
評
議
会
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
議
会
は
こ
の
法
律
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
定
の
自
律
権
を
植
民
地
に
認
め
た
も
の
と
言
え
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
対
し
、
彼
ら
が
英
国
王
に
従
う
限
り
に
お
い
て
、
差
別
政
策
を
撤
廃
す
る
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
自
由
を
認
め
、
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
英
国
法
の
優
越
を
宣
言
す
る
が
、
民
事
紛
争

に
関
す
る
限
り
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
後
の
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
権
利
を

認
め
る
憲
章
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ケ
ベ
ッ
ク
法
は
、
第
一
に
紹
介
し
た
、
先
の
国
王
宣
言
を
再
確
認
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
領
土
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
な
ど
米
北
部
植
民
地
の
内
陸
へ
の
発
展
を
決
定
的
に
阻
害
す
る
と
い
う
点
で
、
耐
え
が
た
い
諸
法
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
同
時
に
、
特
に
第
三
の
改
革
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
一
三
州
の
行
っ
た
独
立
戦
争
へ
の
同
調
を
阻
む
こ
と
に
な
る
。

（
二
）　

米
国
独
立
戦
争

米
独
立
戦
争
は
、
一
七
七
五
年
四
月
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
（L

exington

）
の
戦
い
で
始
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の
ボ
ス
ト

ン
方
面
の
戦
い
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
七
七
五
年
九
月
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
（R

ichard M
ontgom

ery

）
将
軍
率
い
る
米
軍
は
、

北
方
に
独
立
戦
争
に
お
け
る
最
初
の
大
規
模
な
攻
勢
を
展
開
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
北
部
の
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
砦
（F

ort T
iconderoga

）、

ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
砦
（F

ort C
row

n P
oint

）
及
び
ケ
ベ
ッ
ク
の
シ
ャ
ン
ブ
リ
ー
砦
（F

ort C
ham

bly

）
の
奪
取
に
成
功
し
た
。
モ
ン

ゴ
メ
リ
は
さ
ら
に
一
、七
〇
〇
人
の
民
兵
部
隊
を
率
い
て
一
一
月
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
郊
外
の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
砦
（F

ort S
aint-Jean

）
を

（
七
〇
二
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

四
五

奪
取
し
た
。
英
国
軍
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
放
棄
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
へ
逃
げ
出
し
、
米
軍
は
一
一
月
二
八
日
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
奪
取

に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
米
軍
の
快
進
撃
は
そ
こ
で
止
ま
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
月
三
一
日
に
、
米
軍
は
さ
ら
に
ケ
ベ
ッ
ク
を
襲
撃
し
た

が
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
将
軍
自
身
が
戦
死
す
る
と
い
う
大
敗
を
喫
す
る
こ
と
と
な
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
法
を
信

じ
、
米
軍
に
協
力
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
そ
の
後
も
何
度
か
散
発
的
な
戦
闘
が
行
わ
れ
る
が
、
ケ
ベ
ッ
ク

の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の
同
調
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
米
軍
の
カ
ナ
ダ
進
出
は
失
敗
す
る
こ
と
と
な
る

（
13
）

。

三　

一
七
八
三
年
パ
リ
条
約
（T

reaty of P
aris of 1783

）

（
一
）　

条
約
に
対
す
る
カ
ナ
ダ
側
視
点

こ
れ
は
、
米
国
と
英
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
米
国
の
独
立
を
認
め
る
条
約
で
あ
る

（
14
）

。
正
式
名
称
を
「
英
国
と
米
合
衆
国
間
の
平
和

に
関
す
る
最
終
的
な
条
約
（T

he D
efi nitive T

reaty of P
eace B

etw
een the K

ingdom
 of G

reat B
ritain and the U

nited S
tates of 

A
m
erica

）」
と
い
う
。
最
終
的
条
約
と
い
う
名
称
に
反
し
て
、
こ
の
条
約
の
ほ
と
ん
ど
の
条
項
は
、
そ
の
締
結
当
事
者
の
何
れ
か
ら
も
誠

実
に
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
誠
実
な
遵
守
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
後
述
す
る
ジ
ェ
イ
条
約
が
必
要
と
な
る
。

何
故
誠
実
な
遵
守
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と
、
何
れ
の
当
事
国
に
も
受
忍
し
が
た
い
不
利
益
を
課
す
る
条
項
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。こ

の
条
約
に
対
す
る
カ
ナ
ダ
側
の
見
方
を
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
紹
介
し
よ
う
。

（
七
〇
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

四
六

「
一
七
八
三
年
九
月
三
日
、
パ
リ
で
、
英
国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
を
認
め
、
五
大
湖
の
う
ち
四
つ
の
湖
（
オ
ン
タ
リ
オ
、
エ
リ
ー
、

ヒ
ュ
ー
ロ
ン
、
ス
ー
ペ
リ
ア
）
の
中
心
、
そ
し
て
ウ
ッ
ズ
湖
（L

ake of the W
oods （
15
））

か
ら
、
米
国
人
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ

川
の
水
源
が
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
以
南
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
に
沿
っ
た
線
を
、
境
界
線
と
し
て
定
め
た
。〈
中
略
〉

パ
リ
条
約
を
通
じ
て
、
英
国
は
ま
た
、
一
七
六
三
年
の
国
王
宣
言
に
よ
っ
て
、
先
住
民
族
に
留
保
し
て
い
た
貴
重
な
土
地
を
米
国

に
与
え
た
。
こ
れ
は
、
パ
リ
交
渉
に
招
か
れ
な
か
っ
た
先
住
民
と
の
数
々
の
条
約
を
無
視
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
多
く
の
先
住
民

が
こ
の
裏
切
り
に
衝
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

（
16
）

。」

こ
う
し
て
、
国
王
宣
言
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
領
土
を
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
は
一
方
的
に
喪
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
独
立
戦
争
以
前
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
独
立
戦
争
の
際
に
は
、
モ
ホ
ー
ク
（M

ohaw
k

）
族
の
酋
長
ジ
ョ
セ

フ
・
ブ
ラ
ン
ト
（Joseph B

rant

）
な
ど
多
数
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
士
が
英
国
側
に
立
っ
て
戦
っ
て
い
た

（
17
）

。

米
国
が
、
パ
リ
条
約
に
よ
り
割
譲
さ
れ
た
北
西
部
に
、
北
西
部
条
例
（N

orthw
est O

rdinance （
18
））

に
基
づ
い
て
米
国
人
が
進
出
を
開
始

す
る
と
、
酋
長
ブ
ル
ー
ジ
ャ
ッ
ケ
ツ
（B

lue Jacket
）
等
に
率
い
ら
れ
た
シ
ョ
ー
ニ
ー
族
（S

haw
nee

）
を
中
心
と
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦

争
が
勃
発
す
る

（
19
）

。

英
国
で
は
、
こ
の
パ
リ
条
約
と
い
う
形
の
裏
切
り
に
よ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
不
利
益
を
極
小
化
す
る
た
め
に
、
条
約
の
定
め
る
デ
ト
ロ

イ
ト
砦
な
ど
の
引
き
渡
し
を
、
可
能
な
限
り
遅
延
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

（
二
）　

王
党
派
の
流
入

米
独
立
戦
争
の
結
果
、
大
量
の
王
党
派
（L

oyalist

）
に
属
す
る
米
国
人
が
カ
ナ
ダ
に
亡
命
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
独
立

（
七
〇
四
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

四
七

戦
争
後
、
八
万
人
か
ら
一
〇
万
人
が
米
国
か
ら
国
外
に
亡
命
し
た
。
そ
の
約
半
数
が
北
米
英
領
を
亡
命
先
に
選
ん
だ
。

「
一
七
八
三
年
に
沿
海
州
（M

aritim
e

）
に
は
二
万
人
の
人
口
（P
opulation

）
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
は
約

八
、〇
〇
〇
人
の
定
住
者
（S

ettler

）
が
い
た
が
、
こ
の
北
米
英
領
に
王
党
派
と
い
う
、
英
語
を
話
す
移
民
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。

一
般
に
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
全
部
で
約
四
万
〜
五
万
人
の
王
党
派
が
、
彼
ら
に
対
す
る
敵
意
の
高
ま
っ
た
一
七
七
五
年
か

ら
平
和
条
約
後
の
一
七
八
四
年
ま
で
の
間
に
北
米
英
国
領
に
流
入
し
た
。
当
然
（of course

）、
約
三
五
、〇
〇
〇
人
が
沿
海
州
に
行

き
、
九
、五
〇
〇
人
が
ケ
ベ
ッ
ク
に
行
っ
た
。
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
及
び
ケ
ベ
ッ
ク
の
行
政
当
局
は
、
素
朴
な
行
政
機
構
と
限
ら
れ
た

資
金
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
突
然
、
新
た
な
と
ん
で
も
な
い
責
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
人
間
の
洪
水
に

対
し
て
、
食
糧
、
衣
類
、
道
具
、
種
子
及
び
一
時
的
な
宿
泊
施
設
を
供
給
し
、
後
に
は
、
人
道
的
な
支
援
を
受
け
て
、
恒
久
的
な
住

居
を
建
て
る
土
地
を
決
め
、
誰
が
ど
こ
に
住
む
べ
き
か
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る

（
20
）

。」

若
干
の
補
足
説
明
を
す
る
と
、
こ
の
文
章
で
沿
海
州
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
こ
と
で
あ
る
。

沿
海
州
に
つ
い
て
は
人
口
と
い
い
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
定
住
者
と
表
現
を
分
け
て
い
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ

ン
ド
は
漁
業
基
地
と
し
て
発
展
し
た
植
民
地
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
定
住
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
こ
を
基
地
と
し
て
活
動
す
る
漁
民
が
多

数
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

な
ぜ
、
王
党
派
の
多
数
が
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
に
移
住
す
る
こ
と
が
「
当
然
」
な
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
ノ
ヴ
ァ
ス
ト
シ

ア
は
、
現
在
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
と
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
と
呼
ば
れ
て
い
る
半
島
地
域
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
米
国
の
メ
イ
ン
州
と
国
境
を
隔
て
て
一
つ
な
が
り
の
土
地
で
あ
る
た
め
、

最
低
限
の
移
動
で
、
そ
こ
へ
の
流
入
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
そ
れ
ま
で
の
定
住
者
は
、
主
と
し
て
現
在
の

（
七
〇
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

四
八

ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
半
島
部
分
に
居
住
し
て
い
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
部
分
は
、
未
開
の
土
地
で
、
避
難
民
に
割
譲
し
や
す

か
っ
た
と
い
う
要
素
も
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
一
七
八
四
年
に
は
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
を
分
割
し
て
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
と
い

う
新
し
い
植
民
地
が
、
こ
の
大
量
流
入
に
対
処
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

（
21
）

。
な
お
、
こ
の
時
期
に
、
先
に
強
制
的
に
追
放
さ
れ
て
い
た
ア

ケ
ィ
デ
ィ
ア
人
が
、
追
放
先
か
ら
帰
還
し
て
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
半
島
の
先
端
に
あ
る
ケ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
ン
（C

ape B
reton

）
島
に
住
み

着
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
同
じ
一
七
八
四
年
に
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
か
ら
独
立
し
た
新
植
民
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

亡
命
者
の
多
く
は
白
人
だ
っ
た
が
、
黒
人
も
三
〇
〇
〇
人
程
度
い
た

（
22
）

。
米
独
立
戦
争
の
時
点
で
、
カ
ナ
ダ
で
は
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
亡
命
者
も
い
た
。
一
七
六
三
年
国
王
宣
言
に
よ
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
と
認
め
ら
れ
て
い
た
地
域
に
居
住
し
て
い

た
ホ
デ
ノ
シ
ョ
ニ
連
邦
（H

audenosaunee
）
に
属
す
る
カ
ユ
ー
ガ
族
、
モ
ホ
ー
ク
族
、
オ
ナ
イ
ダ
族
、
オ
ノ
ン
ダ
ー
ガ
族
、
セ
ネ
カ
族
、

タ
ス
カ
ロ
ー
ラ
族
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
が
約
二
〇
〇
〇
人
、
亡
命
し
て
き
た
の
で
あ
る

（
23
）

。

こ
う
し
た
多
数
の
人
種
の
流
入
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
が
圧
倒
的
な
多
数
派
で
あ
っ
た
北
米
英
国
領
の
人
種
構
造
に
劇
的
な
変
化

が
生
じ
、
今
日
の
カ
ナ
ダ
に
通
じ
る
多
民
族
国
家
の
礎
が
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
24
）

。

上
述
の
と
お
り
、
九
五
〇
〇
人
の
王
党
派
が
、
こ
の
時
点
で
ケ
ベ
ッ
ク
と
さ
れ
て
い
た
地
域
に
流
入
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
約

二
〇
〇
〇
人
は
、
今
日
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
相
当
す
る
地
域
に
移
住
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
残
り
の
約
七
五
〇
〇
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
多

い
ケ
ベ
ッ
ク
地
域
を
嫌
い
、
今
日
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
相
当
す
る
地
域
に
移
住
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
に
移
住
し
た

王
党
派
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
再
移
住
し
た
こ
と
も
あ
り
、
王
党
派
の
人
口
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
地
域
に
最
初

の
実
質
的
な
定
住
者
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

（
25
）

。
こ
れ
が
、
次
項
に
述
べ
る
上
カ
ナ
ダ
設
立
の
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
七
〇
六
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

四
九

四　

一
七
九
一
年
憲
法
（C

onstitutional A
ct 1791

）

（
一
）　

上
下
カ
ナ
ダ
の
成
立

米
合
衆
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
と
同
じ
一
七
九
一
年
に
、
英
国
議
会
が

制
定
し
た
憲
法
（C

onstitutional A
ct

）
は
、
一
七
九
一
年
六
月
に
王
の
裁
下

を
受
け
、
一
七
九
一
年
一
二
月
二
六
日
に
施
行
さ
れ
た

（
26
）

。
そ
れ
ま
で
の
ケ

ベ
ッ
ク
を
二
分
し
、
今
日
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
含
む
地
域
を
下
カ
ナ
ダ

（L
ow

er C
anada （

27
））

と
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
部
に
相
当
す
る
地
域
を
上
カ
ナ

ダ
（U

pper C
anada

）
へ
と
分
割
す
る
法
律
で
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
米
国
か
ら
革
命
を
逃
れ
て
亡
命
し
て
き

た
王
党
派
の
圧
力
の
結
果
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
通
り
、
王
党
派

の
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
へ
の
流
入
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
及
び

ケ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
ン
と
い
う
二
つ
の
植
民
地
が
一
七
八
四
年
に
新
た
に
設
置

さ
れ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
に
来
た
王
党
派
は
、
そ
の
前
例
に
従
っ
て
、
彼
ら
の
た

め
に
新
植
民
地
を
作
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
法
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
よ
う
と
本
国

に
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。
同
法
は
、
時
の
外
務
大
臣
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル

（W
illiam

 W
yndham

 G
renville

）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
。
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル

（
七
〇
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

五
〇

に
依
れ
ば
、
法
案
の
一
般
目
的
は
、
各
植
民
地
の
憲
法
を
英
国
の
憲
法
に
「
同
化
す
る
（assim

ilate

）」
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
法
の
下
で
、
両
植
民
地
に
代
議
制
議
会
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
は
、
単
に
「
人
（persons

）」
と
さ

れ
て
い
た
。
人
と
は
、
深
刻
な
犯
罪
ま
た
は
反
逆
で
有
罪
を
宣
告
さ
れ
て
い
な
い
少
な
く
と
も
二
一
歳
以
上
の
〝
自
然
人
〞
の
市
民
ま
た

は
臣
民
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
王
に
忠
誠
を
誓
っ
た
臣
民
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
の
市
民
に
も
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
た
だ
、
有
権
者
は
特
定
の
価
値
の
土
地
な
い
し
財
産
を
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
都
市
部
で
は
、
一
定
額
以

上
の
賃
料
を
支
払
っ
た
場
合
に
も
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
額
は
、
か
な
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
か
な
り
幅
広
く
参
政
権

が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
下
カ
ナ
ダ
で
は
女
性
が
法
律
に
よ
っ
て
特
別
に
除
外
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
財
産
を
有
す
る
女
性
に
対
す

る
参
政
権
も
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
下
カ
ナ
ダ
で
は
、
女
性
の
財
産
権
及
び
相
続
権
は
パ
リ
慣
習
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

パ
リ
慣
習
法
で
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
英
植
民
地
で
適
用
さ
れ
て
い
た
コ
モ
ン
ロ
ー
と
は
異
な
り
、
妻
の
財
産
は
、
夫
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
は
い
た
も
の
の
、
夫
と
妻
の
間
で
財
産
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、
彼
の
未
亡
人
は
共
有
財
産
の
半

分
を
受
け
取
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
下
カ
ナ
ダ
の
女
性
は
、
英
国
植
民
地
の
他
の
地
域
よ
り
も
財
産
権
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

一
七
九
一
年
憲
法
は
、
パ
リ
慣
習
法
を
参
政
権
に
も
適
用
し
た
た
め
、
下
カ
ナ
ダ
の
財
産
を
有
す
る
女
性
は
投
票
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
女
性
は
、
下
カ
ナ
ダ
で
は
一
八
四
九
年
ま
で
投
票
で
き
た
。
一
八
四
九
年
に
女
性
の
参
政
権
を
剥
奪
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
カ
ナ
ダ
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
一
七
九
一
年
憲
法
に
よ
り
、
自
動
的
に
参
政
権
者

か
ら
除
外
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
ま
た
、
下
カ
ナ
ダ
に
、
従
来
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
で
認
め
ら
れ
て
い
た
荘
園
領
主
制
度
（seigneurial system

）
の
下
に
お
け

（
七
〇
八
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

五
一

る
土
地
所
有
権
の
継
続
性
を
保
障
し
、
他
方
、
上
下
カ
ナ
ダ
に
聖
職
者
保
護
区
（C
lergy R

eserves

）
を
創
設
し
た
。

荘
園
領
主
制
と
い
う
の
は
、
一
六
二
七
年
に
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
に
設
立
さ
れ
、
一
八
五
四
年
に
正
式
に
廃
止
さ
れ
た
土
地
流
通
制
度
で

あ
っ
た
。
荘
園
主
は
彼
に
忠
誠
を
誓
っ
た
農
民
一
家
に
土
地
を
貸
与
し
、
農
民
は
貸
与
さ
れ
た
土
地
を
開
墾
し
、
荘
園
主
に
年
貢
を
納
め

た
の
で
あ
る

（
28
）

。

聖
職
者
保
護
区
は
、
上
下
カ
ナ
ダ
の
公
有
地
の
七
分
の
一
を
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
職
者
（P

rotestant clergy

）」
の
維
持
の
た
め
に

確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
職
者
と
は
英
国
教
会
の
み
を
意
味
す
る

（
29
）

。

要
す
る
に
、
王
党
派
難
民
の
居
住
す
る
上
カ
ナ
ダ
に
は
英
国
慣
習
法
の
適
用
を
認
め
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
居
住
す
る
下
カ
ナ
ダ
に
は

パ
リ
慣
習
法
と
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
特
有
の
土
地
所
有
制
度
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
対
立
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
法
律
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
法
律
が
、
現
在
の
国
名
で
あ
る
「
カ
ナ
ダ
（C

anada

）」
が
、
カ
ナ
ダ
の
地
域
名
と
し
て
、
公
式
に
使
用
さ
れ
た
最
初
で

あ
る

（
30
）

。
（
二
）　

ジ
ェ
イ
条
約

一
七
八
三
年
パ
リ
条
約
（T

reaty of P
aris of 1783

）
は
、
前
に
触
れ
た
と
お
り
、
米
英
何
れ
か
ら
も
誠
実
な
遵
守
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
条
約
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
英
国
は
、
な
る
ほ
ど
パ
リ
条
約
上
は
オ
ハ
イ
オ
川
流
域
地
域
を
米
国
に
割
譲
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
意
味
で
一
七
六
三

年
国
王
宣
言
を
反
故
に
し
た
が
、
実
際
に
は
条
約
上
は
米
国
領
で
あ
る
オ
ス
ヴ
ィ
ー
ゴ
（O

sw
ego

）、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
（N

iagara

）、
デ
ト
ロ

イ
ト
（D

etroit

）
な
ど
の
砦
を
維
持
し
て
、
英
国
と
組
ん
で
米
国
と
戦
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
支
援
を
行
い
続
け
た
。

（
七
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

五
二

ま
た
、
パ
リ
条
約
は
、
米
英
双
方
が
、
正
当
な
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
債
権
者
に
支
払
う
義
務
を
定
め
て
い
た
が
、
米
国
人
は
英
国
人

に
対
し
て
負
っ
て
い
る
負
債
を
履
行
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
一
七
八
九
年
に
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
英
国
は
こ
れ
に
敵
対
し
、
戦
争
と
な
っ
た
。
米
国
は
、
こ
の
英
仏
戦
争
に
中
立
の

立
場
を
と
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
を
継
続
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
米
仏
間
の
貿
易
を
、
英
国
は
交
戦
権
に
基
づ
き
取
り
締
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
米
英
関
係
が
緊
張
し
た
。
後
に
第
三
代
大
統
領
と
な
る
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
な
ど
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
結
ん
で
英
国
と
戦
う
こ
と
を
主

張
し
た
が
、
初
代
大
統
領
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
英
国
と
妥
協
す
る
道
を
選
び
、
特
使
と
し
て
、
当
時
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
で
あ
っ
た
ジ
ェ

イ
（John Jay

）
を
イ
ギ
リ
ス
へ
派
遣
し
、
一
七
九
四
年
、
ジ
ェ
イ
条
約
（Jay ’s T

reaty

）
を
締
結
し
た
。
条
約
は
、
米
国
が
、

・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
を
英
国
に
開
放
す
る
、

・
米
独
立
戦
争
以
前
の
米
国
人
の
負
債
を
英
国
商
人
に
支
払
う
、

・
英
国
の
敵
国
（
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
）
の
私
掠
船
に
対
す
る
補
給
を
禁
止
す
る
、

こ
と
な
ど
を
約
束
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
側
は
、
五
大
湖
の
南
の
要
塞
か
ら
一
七
九
六
年
ま
で
に
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し

た
。
要
す
る
に
、
ジ
ェ
イ
条
約
の
内
容
は
、
基
本
的
に
何
れ
も
一
七
八
三
年
パ
リ
条
約
に
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
確
認
に
過
ぎ
ず
、
新

た
な
内
容
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
条
約
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
、
米
国
で
は
、
指
導
者
の
間
に
激
し
い
対
立
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
最

初
の
政
党
が
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
賛
成
す
る
者
（
連
邦
党
＝F

ederalist

）
と
反
対
す
る
者
（
共
和
党
＝R

epublican

）
の
対
立
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
る

（
31
）

。

こ
の
ジ
ェ
イ
条
約
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
英
米
両
国
は
協
調
体
制
に
入
っ
た
。

（
七
一
〇
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

五
三

（
三
）　

一
八
一
二
年
の
戦
争

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
英
海
軍
は
、
米
国
商
船
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
密
輸
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、

海
軍
の
水
夫
不
足
に
悩
ん
で
い
た
た
め
、
米
国
商
船
に
乗
り
組
ん
で
い
る
英
国
人
を
強
制
徴
募
（im

pressm
ent

）
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
際
、
英
海
軍
は
、
純
然
た
る
英
国
人
と
、
英
国
に
生
ま
れ
て
米
国
に
移
住
し
た
者
を
区
別
し
な
か
っ
た
た
め
、
米
国
の
反
英
感
情
を

強
め
た
。

こ
う
し
た
海
上
の
緊
張
状
態
は
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
で
一
八
〇
七
年
に
爆
発
し
た
。
英
国
艦
隊
が
フ
ラ
ン
ス
船
舶
監
視
の
た
め
海
域
を

遊
弋
し
て
い
る
間
に
、
何
人
か
の
英
国
人
水
夫
が
脱
走
し
、
直
ち
に
米
海
軍
に
入
隊
し
た
。
米
海
軍
の
三
八
門
登
載
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
チ
ェ

サ
ピ
ー
ク
の
艦
長
は
、
英
海
軍
の
五
〇
門
登
載
艦
レ
オ
パ
ー
ド
が
、
彼
の
艦
を
臨
検
し
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
自
艦
に
英
海
軍
か
ら
の
脱

走
者
が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ
の
結
果
、
レ
オ
パ
ー
ド
は
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
を
砲
撃
し
、
同

艦
の
乗
組
員
の
う
ち
、
三
人
が
死
亡
し
、
一
八
人
が
負
傷
し
た
。
そ
し
て
英
艦
は
四
人
の
脱
走
兵
を
連
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
チ
ェ

サ
ピ
ー
ク
事
件
（C

hesapeake A
ff air

）」
に
よ
り
、
米
国
の
反
英
感
情
は
さ
ら
に
激
化
し
た
。
一
八
一
一
年
に
は
英
国
艦
ジ
ュ
リ
エ
ー
ル

（G
uerriere

）
が
米
沿
岸
航
路
の
船
舶
か
ら
米
人
水
兵
を
強
制
徴
募
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
緊
張
を
激
化
さ
せ
た
。

同
じ
一
八
一
一
年
、
シ
ョ
ー
ニ
ー
族
（S

haw
nee

）
の
酋
長
テ
カ
ム
ゼ
（T

ecum
seh

）
が
、
米
国
に
戦
い
を
挑
む
た
め
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

の
組
織
化
活
動
を
開
始
し
た
。
米
国
は
、
こ
の
動
き
の
背
後
に
も
英
国
が
い
る
と
考
え
た
。

こ
う
し
て
、
米
国
第
四
代
大
統
領
マ
デ
ィ
ス
ン
（Jam

es M
adison

）
は
、
一
八
一
二
年
六
月
一
八
日
、
英
国
に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
し

た
。米

国
指
導
者
が
北
米
英
領
侵
略
を
計
画
し
た
と
き
、
彼
ら
は
上
カ
ナ
ダ
が
最
も
攻
撃
し
易
い
と
判
断
し
た
。
大
西
洋
沿
岸
地
方
は
英
国

（
七
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

五
四

の
海
軍
力
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、
下
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
か
ら
遠
く
、
そ
の
上
ケ
ベ
ッ
ク
要
塞
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
。
対
照
的
に
、
上

カ
ナ
ダ
は
、
人
口
は
主
に
米
国
か
ら
の
移
住
者
で
、
防
衛
力
も
脆
弱
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
次
の
様
な
事
情
が
あ
っ
た
。
上
カ
ナ
ダ
の
初
代
副
総
督
（L

ieutenant G
overnor

）
で
あ
っ
た
シ
ム
コ
ー
（John G

raves 

S
im

coe

）
は
、
一
七
九
二
年
二
月
に
布
告
を
発
し
、
非
常
に
有
利
な
条
件
で
、
国
境
の
南
の
か
つ
て
の
敵
に
対
し
て
、
上
カ
ナ
ダ
へ
の
移

民
を
誘
致
し
た

（
32
）

。
そ
の
結
果
、
数
千
人
も
の
移
住
者
が
、
米
国
か
ら
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
を
渡
っ
て
上
カ
ナ
ダ
へ
と
や
っ
て
来
た
の
で
あ

る
（
33
）

。
彼
ら
は
後
期
王
党
派
（L

ate L
oyalist

）
と
呼
ば
れ
る
が
、
王
党
派
的
な
思
想
は
持
た
ず
、
自
由
な
土
地
と
低
税
金
に
よ
っ
て
北
へ

誘
惑
さ
れ
た
米
国
人
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
一
二
年
の
戦
争
時
点
で
は
、
上
カ
ナ
ダ
の
大
部
分
の
住
民
は
、
こ
の
後
期
王
党
派

と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
側
は
、
米
軍
が
国
境
を
越
え
る
と
、
彼
ら
は
す
ぐ
に
「
英
国
の
ヨ
ー
ク

（
34
）

」
を
捨
て
る
と
予
想
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
入
植
者
は
米
国
と
関
わ
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
陸
上
か
ら
の
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
侵
略
は
、
す
べ
て
英
軍
及
び
そ
れ
と
同
盟
を
結
ぶ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
に
よ
っ
て
撃
退
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
米
海
軍
は
五
大
湖
の
一
つ
、
エ
リ
ー
湖
の
海
戦
で
勝
ち
、
五
大
湖
地
方
に
進
出
し
て
ヨ
ー
ク
を
攻
撃
し
た
。
ま
た
、
後

に
第
七
代
大
統
領
と
な
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
指
揮
し
て
、
英
軍
と
同
盟
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
す
る
殲
滅
戦
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
英
軍

は
鋭
く
反
撃
し
て
、
一
時
は
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を
占
領
し
て
大
統
領
府
を
焼
き
討
ち
し
た
た
め
、
米
国
は
危
機
に
陥
っ
た
。
そ

の
後
は
一
進
一
退
を
重
ね
、
戦
線
は
停
滞
し
た
。

結
局
、
一
八
一
四
年
一
二
月
二
四
日
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
で
、
ガ
ン
条
約
（T

reaty of G
hent

）
が
締
結
さ
れ
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

こ
の
条
約
で
米
英
間
の
北
東
部
国
境
が
確
定
し
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ナ
ダ
へ
の
野
心
は
潰
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
除
け
ば
、
英
米
加
何

れ
に
と
っ
て
も
、
何
も
得
る
こ
と
の
な
い
、
そ
し
て
大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
戦
争
で
あ
っ
た

（
35
）

。

（
七
一
二
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

五
五

五　

一
八
四
〇
年
連
合
法
（T

he A
ct of U

nion 1840

）

（
一
）　

大
移
民
時
代
（G

reat M
igration of C

anada

）

一
八
一
二
年
の
戦
争
後
、
英
国
か
ら
の
移
民
が
著
し
く
増
加
し
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
終
結
に
伴
い
、
膨
大
な
数
の
兵
士
や

水
夫
が
一
斉
に
解
雇
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
将
校
は
、
解
雇
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
俸
給
を
半
額
し
か
支
給
さ
れ
ず
、
生
活
に
困

窮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
は
、
こ
れ
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
第
二
次
囲
い
込
み
（second enclosure m

ovem
ent （

36
））

が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
農
民
が
土
地
を
離
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
原
因
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
時
に
膨
大
な
失
業
者
が
生
ま
れ
た
。
英
国
政
府
は
、
こ
の
失
業
者
増
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
社
会
不
安
を
、
北
米
へ
の
移
住
を
奨
励
す
る
こ
と
で
解
消
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
失
業
者
等
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
米
国
お
よ

び
北
米
英
領
へ
の
移
住
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
こ
の
時
期
、
大
量
の
難
民
が
発
生
し
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
大
き
く
南
部
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
（L

ow
land

）

地
方
と
、
北
部
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
（H

ighland

）
地
方
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
囲
い
込
み
に
類
似
し
た
土
地
清

掃
（H

ighland C
learances

）
と
呼
ば
れ
る
事
態
が
特
に
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
で
発
生
し
て
い
た

（
37
）

。

「
一
七
四
五
年
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
朝
の
復
活
の
た
め
に
亡
命
先
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
た
ボ
ニ
ー
・
プ
リ

ン
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ーB

onnie P
rince C

harlie

が
率
い
る
ジ
ャ
コ
バ
イ
トJacobite

の
蜂
起
が
発
生
す
る
。
一
時
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
中
部
の
ダ
ー
ビ
ーD

erby

ま
で
攻
め
上
が
る
が
、
結
局
、
イ
ン
バ
ネ
ス
近
郊
の
カ
ロ
ー
デ
ンC

ulloden

の
戦
い
（
一
七
四
六
年
）

（
七
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

五
六

で
惨
敗
し
、
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
蜂
起
を
支
え
た
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ーH

ighlander

と
呼
ば
れ
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方

の
氏
族
（
ク
ラ
ンC

lan

）
制
社
会
は
解
体
さ
れ
、
キ
ル
ト
、
タ
ー
タ
ン
、
バ
グ
パ
イ
プ
と
い
っ
た
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
習
俗
は
禁
止
、
現

地
の
言
葉
で
あ
る
ゲ
ー
ル
語G

aelic

も
抑
圧
さ
れ
る
な
ど
徹
底
し
た
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方

は
『
近
代
化M

odernisation

』
が
推
進
さ
れ
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ア
ラ
ン
スH

ighland C
learance

と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
住

民
の
追
い
出
し
が
行
わ
れ
る
。
住
民
を
立
ち
退
か
せ
た
後
の
土
地
は
牧
羊
場
に
転
換
さ
れ
、
人
々
は
ロ
ー
ラ
ン
ドL

ow
land

（
グ
ラ

ス
ゴ
ー
や
エ
ジ
ン
バ
ラ
な
ど
の
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
）
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
植
民
地
へ
移
住
す
る
か
、
こ
れ
ま
で
よ
り
条
件
の
悪
い

土
地
や
海
岸
沿
い
の
土
地
に
移
り
住
み
、
荒
れ
地
を
切
り
拓
き
な
が
ら
、
様
々
な
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
生
計
を
支
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。」

同
様
に
こ
の
大
移
民
時
代
を
北
米
英
領
に
も
た
ら
す
に
当
た
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
る

（
38
）

。
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
が
、
一
五
三
二
年
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
（C

hurch of E
ngland

）
を
創
始
し
て
カ
ト
リ
ッ

ク
信
仰
と
決
別
し
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
信
託
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
も
の
を
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
教
皇
か
ら
独
立
し
た
王
国
で
あ
る
と
宣
言
し
、
み
ず
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
と
な
っ
た
。
以
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
連
合
法
（T

he Irish R
ebellion of 1798

）
に
基
づ
き
、
一
八
〇
一
年
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
王
国
は
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
王
国
（
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
が
連
合
し
て
成
立
）
へ
併
合
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
弾
圧
は
一
層
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
圧
力
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
地
と
い
う
こ
と
で
、
米
国
や
北
米
英
領
へ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
大
き
な
移
民
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
こ

と
に
な
る
。

（
七
一
四
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

五
七

残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
カ
ナ
ダ
に
は
、
正
確
な
移
民
等
計
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
正
確
な
移
民
数
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
、

一
八
一
五
年
以
降
に
、
英
国
の
港
を
出
港
し
て
新
大
陸
へ
向
か
っ
た
人
数
は
判
る
。
表
1
は
、
英
国
の
港
か
ら
北
米
英
領
に
向
か
っ
た
人

数
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
航
海
中
に
死
亡
し
た
者
も
あ
る
し
、
難
破
し
た
船
も
あ
る
し
、
ま
た
、
北
米
英
領
に
着
い
た
者
が
、
そ

こ
を
通
過
し
て
米
国
に
向
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
米
国
の
港
に
着
い
た
者
が
北
米
英
領
に
向
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
そ
う
し
た
通
過
者
数
は
相
殺
で
き
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
の
表
の
人
数
は
、
そ
の
ま
ま
北
米
英
領
へ
と
旅
だ
っ
た
移
民
数
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
（
こ
の
表
は
、
次
項
に
述
べ
る
一
八
三
七
年
の
反
乱
が
起
こ
る
時
ま
で
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
作
成
し
た
）。

表 1　英国港から北米英領への移民数

年 移民数（人）

1815 680

1816 3,370

1817 9,797

1818 45,136

1819 23,534

1820 17,921

1821 12,955

1822 16,013

1823 11,355

1824 8,774

1825 8,741

1826 12,818

1827 12,648

1828 12,084

1829 13,302

1830 30,574

1831 58,067

1832 66,339

1833 28,808

1834 40,060

1835 15,573

1836 34,226

1837 29,884

計 512,659

（
七
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

五
八

ち
な
み
に
、
同
じ
期
間
に
、
英
国
の
港
か
ら
、
米
国
に
船
出
し
た
移
民
は
三
七
万
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
船
出
し
た
移
民
は
四
万
五

千
人
で
あ
り
、
北
米
英
領
へ
の
人
数
を
加
え
る
と
総
計
九
三
万
人
に
達
す
る
。
ま
さ
に
大
移
民
時
代
と
い
え
よ
う

（
39
）

。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
場
合
に
は
、
上
記
の
英
国
の
港
か
ら
移
民
し
て
い
る
者
に
加
え
、
英
国
を
経
由
せ
ず
、
祖
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
港
か
ら
直
接
に
北
米
英
領
に
向
け
て
出
港
し
た
船
で
移
民
し
た
者
も
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
資
料
は
一
八
二
五

年
か
ら
し
か
な
い
。
そ
の
う
ち
、
上
記
同
様
、
一
八
三
七
年
ま
で
に
北
米
英
領
に
向
け
て
旅
だ
っ
た
移
民
数
を
紹
介
す
る
と
、
表
2
の
と

お
り
で
あ
る

（
40
）

。

表
1
と
表
2
の
数
字
と
合
計
す
る
と
、
実
に
七
五
万
人
に
達
す

る
。注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
船
出
し
た
人
数
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
し
い
移
民
の
乗
る
、
非
常
に
劣
悪
な
移
民

船
で
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
死
亡
率
は
か
な
り
高
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
時
期
に
北
米

英
領
に
流
れ
込
ん
だ
移
民
は
七
〇
万
人
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

そ
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
が
上
下
カ
ナ
ダ
植
民
地
に
流
入
し
た

か
は
判
ら
な
い
。
ま
た
、
入
植
し
て
も
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー

ソ
ー
顔
負
け
の
過
酷
な
開
拓
地
で
の
生
活
は
、
高
い
死
亡
率
を
も

表 2　アイルランド港から北米英領への移民数

年 移民数（人）

1825 6,841

1826 10,484

1827 9,134

1828 6,695

1829 7,710

1830 19,340

1831 40,977

1832 37,068

1833 17,431

1834 28,586

1835 9,458

1836 19,388

1837 22,463

計 235,575

（
七
一
六
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

五
九

た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
し
、
そ
の
苛
酷
さ
に
負
け
て
逃
げ
る
者
も
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
上
下
カ
ナ
ダ
の
人
口
は
急
激
に
膨
れ
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

上
カ
ナ
ダ
の
一
八
二
八
年
の
人
口
は
一
八
万
六
千
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
一
〇
年
後
の
一
八
三
七
年
に
は
上
カ
ナ
ダ
の
人
口
は
三
八
万
二
千
人
と
二
倍

以
上
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る

（
41
）

。

下
カ
ナ
ダ
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
へ
の
移
民
は
、
一
八
二
九

年
が
一
万
六
千
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
が
、
翌
三
〇
年
に
は
二
万
八
千
人
に
は
ね

上
が
っ
て
い
る

（
42
）

。
残
念
な
が
ら
、
下
カ
ナ
ダ
の
人
口
推
移
は
、
同
じ
ベ
ー
ス
で

は
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
一
八
三
一
年
に
五
五
万
三
千
人
だ
っ
た
も
の
が
、

一
八
四
四
年
に
は
六
九
万
七
千
人
に
増
加
し
て
い
る

（
43
）

。

問
題
は
、
そ
の
膨
れ
あ
が
っ
た
人
口
に
お
け
る
民
族
別
の
構
成
で
あ
る
。
表

1
や
表
2
で
問
題
と
し
た
期
間
の
う
ち
の
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
る
が
、
ケ
ベ
ッ

ク
に
流
入
し
た
移
民
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
表
3
と
し
て
紹
介

す
る

（
44
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
到
着
者
数
の
五
割
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
、
三
割
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
、
二
割
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
、
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
一
八
二
五
年
以
降
も
続
い
た
と
思
量

表 3　出身地域別ケベック到着者数

年 アイルランド人 イングランド人 スコットランド人等 合計

1815 25 68 0 93

1816 238 277 735 1,250

1817 2,218 1,164 2,964 6,796

1818 4,599 1,616 2,328 8,543

1819 5,971 2,438 4,400 12,819

1820 5,580 1,002 4,657 11,239

1821 4,041 971 4,579 9,591

1822 8,374 521 1,573 10,468

1823 8,413 1,005 840 10,258

1824 5,168 317 1,030 6,515

合計 39,459 9,379 23,106 77,572

（
七
一
七
）
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六
〇

さ
れ
る
。

従
来
、
こ
の
よ
う
に
上
下
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
民
族
構
成
の
変
化
に
着
目
し
た
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
存
在
し

な
い
。
し
か
し
、
以
上
に
示
し
た
デ
ー
タ
は
、
上
下
カ
ナ
ダ
で
、
初
期
に
お
い
て
多
数
派
を
構
成
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
系
や
王
党
派
が
、

大
移
民
時
代
の
た
め
に
、
急
速
に
少
数
派
に
転
落
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
民
族
別
の
人
口
構
成
の
変
化
こ
そ
が
、

上
下
カ
ナ
ダ
そ
れ
ぞ
れ
で
、
一
八
三
七
年
に
反
乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
二
）　

一
八
三
七
年
の
反
乱
（R

ebellions of 1837

）

一
八
三
七
年
に
、
上
下
カ
ナ
ダ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
反
乱
が
勃
発
し
た
。

1　

下
カ
ナ
ダ
の
反
乱

下
カ
ナ
ダ
の
反
乱
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
で
あ
る
パ
ピ
ノ
ー
（L

ouis-Joseph P
apineau

）
率
い
る
愛
国
者
党
と
、
さ
ら
に
は
穏
健
派
の

フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
一
部
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お
け
る
大
革
命
は
反
宗
教
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
系
保
守
派
は
、
英
国
国
王
に
対
す
る

忠
誠
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
会
の
権
威
を
保
と
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
米
独
立
戦
争
を
支
配
し
た
自

由
主
義
や
民
主
主
義
の
影
響
を
受
け
た
者
達
は
、
英
国
に
対
し
て
も
教
会
に
対
し
て
も
批
判
的
な
立
場
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
七
九
一
年
憲
法
は
上
下
カ
ナ
ダ
に
、
住
民
の
選
挙
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
立
法
議
会
（L

egislative A
ssem

bly

）
と
、
総
督
の
任
命
に

よ
る
終
身
議
員
で
構
成
さ
れ
る
立
法
評
議
会
（L

egislative C
ouncil

）
の
二
院
制
を
導
入
し
て
い
た
。
内
閣
に
相
当
す
る
の
は
行
政
評
議

会
（E

xecutive C
ouncil

）
で
、
そ
の
構
成
員
の
ほ
と
ん
ど
は
立
法
評
議
会
議
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
評
議
会
と
内
閣
の
最
大
の
相

（
七
一
八
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

六
一

違
は
、
行
政
評
議
会
は
、
下
院
で
あ
る
立
法
議
会
に
何
の
責
任
も
負
っ
て
い
な
い
点
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
系
の
民
主
主
義
者
達
は
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
愛
国
者
党
を
組
織
し
て
、
下
カ
ナ
ダ
立
法
議
会
で
多
数
派
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
立
法
議
会
議
長
に
は
パ
ピ
ノ
ー
が
就
い
て
い
た
。
彼
ら
は
、
行
政
評
議
会
を
総
督
官
邸
に
ち
な
ん
で
、
総
督
派
（C

hâteau 

C
lique

）
と
呼
び
、
植
民
地
の
財
政
に
関
し
て
立
法
議
会
の
権
限
を
認
め
る
よ
う
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
に
基
づ
く
責
任
政

権
の
嘆
願
を
含
む
一
連
の
政
治
的
要
求
は
、
す
べ
て
英
国
議
会
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
。

一
八
三
〇
年
代
に
小
麦
の
国
際
的
価
格
が
下
落
し
た
た
め
、
下
カ
ナ
ダ
の
フ
ラ
ン
ス
系
農
民
は
経
済
的
苦
境
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
に

大
都
市
圏
の
英
語
系
住
民
（A

nglophone

）
の
増
大
が
も
た
ら
す
緊
張
の
高
ま
り
が
相
ま
っ
て
、
植
民
地
全
体
で
抗
議
集
会
が
行
わ
れ
る

様
に
な
り
、
さ
ら
に
愛
国
者
党
の
過
激
派
に
よ
る
武
装
蜂
起
の
た
め
の
最
終
的
な
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
三
七
年
一
一
月
に
最
初
の
一
連
の
武
装
蜂
起
が
行
わ
れ
た
が
、
訓
練
さ
れ
た
英
国
正
規
軍
及
び
英
語
系
住
民
の
志
願
兵
の
前
に
は

歯
が
立
つ
は
ず
は
な
く
、
撃
破
さ
れ
た
後
、
英
語
系
住
民
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
系
居
住
地
域
へ
の
焼
き
討
ち
が
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
結
局
、
パ
ピ
ノ
ー
そ
の
他
の
指
導
者
た
ち
は
米
国
に
逃
亡
す
る
こ
と
に
な
る
。

米
国
の
助
け
を
借
り
て
、
パ
ピ
ノ
ー
達
は
一
八
三
八
年
一
一
月
に
二
度
目
の
武
装
蜂
起
を
行
う
が
、
あ
ま
り
に
組
織
が
貧
弱
で
、
す
ぐ

に
鎮
圧
さ
れ
、
そ
の
後
、
再
び
英
語
系
住
民
に
よ
る
略
奪
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
二
回
の
武
装
蜂
起
に
よ
っ
て
合
計
三
二
五
人
が
死
亡
し
た
が
、
そ
の
う
ち
英
国
兵
は
二
七
人
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
反
乱
者
で

あ
っ
た
。
二
回
目
の
蜂
起
が
失
敗
し
た
後
、
パ
ピ
ノ
ー
は
パ
リ
に
亡
命
し
た

（
45
）

。

2　

上
カ
ナ
ダ
の
反
乱

上
カ
ナ
ダ
の
反
乱
は
、
下
カ
ナ
ダ
の
反
乱
時
の
英
語
系
住
民
の
行
動
に
刺
激
さ
れ
て
起
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ

（
七
一
九
）
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た
。
反
乱
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
新
聞
出
版
者
で
あ
り
政
治
家
で
あ
っ
た
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（W

illiam
 L

yon M
ackenzie

）
に
よ
っ

て
率
い
ら
れ
た
。

こ
の
当
時
の
上
カ
ナ
ダ
は
、
上
カ
ナ
ダ
初
期
の
英
国
系
移
民
や
米
国
か
ら
亡
命
し
て
き
た
王
党
派
が
、
門
閥
同
盟
（F

am
ily C

om
pact

）

と
呼
ば
れ
る
特
権
集
団
を
形
成
し
、
総
督
と
結
び
つ
い
て
、
行
政
評
議
会
の
権
限
強
化
と
英
国
教
会
の
国
教
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
大
移
民
時
代
に
流
入
し
て
き
た
新
住
民
の
一
人
で
あ
る
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
な
ど
の
改
革
派
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
者
の

優
遇
に
反
対
し
た
。
そ
も
そ
も
彼
ら
新
住
民
の
多
く
は
、
政
治
的
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
者
達
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
上

カ
ナ
ダ
選
挙
制
度
で
は
有
権
者
は
農
村
に
お
け
る
土
地
所
有
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

英
国
下
院
で
は
、
一
八
三
二
年
に
第
一
次
選
挙
制
度
改
革
の
名
で
知
ら
れ
る
選
挙
法
改
正
（R

epresentation of the P
eople A

ct 1832

）

が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
腐
敗
選
挙
区
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
都
市
で
は
一
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
家
屋
の
所
有
者
ま

た
は
借
家
人
、
地
方
で
は
一
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
土
地
保
有
者
と
長
期
借
地
人
な
ど
に
参
政
権
者
が
拡
大
し
た
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
達
改
革
派
は
、
こ
の
例
に
倣
っ
て
、
上
カ
ナ
ダ
で
も
選
挙
制
度
の
改
革
を
目
指
し
て
、
長
く
、
平
和
的
な
戦
い
を
展
開

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
改
革
派
は
立
法
議
会
で
多
数
派
を
構
成
し
、
そ
の
数
の
力
を
背
景
に
、
一
八
三
六
年
に
財
政
問
題
で
総
督
を
追
い

詰
め
た
が
、
総
督
は
こ
れ
に
対
し
て
議
会
を
解
散
し
て
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
対
抗
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
保
守
派
が
勝
利
し
た
。

こ
れ
は
、
総
督
に
よ
る
選
挙
干
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
当
然
、
前
述
の
大
移
民
に
よ
り
、
有
権
者
に
占
め
る
保

守
派
支
持
層
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
根
本
的
な
原
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
、
議
会
に
よ
る
改
革
は
不
可
能
と
感
じ
た
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
率
い
る
過
激
派
は
、
一
八
三
七
年
一
二
月
、
下
カ
ナ
ダ
の
反
乱
鎮

圧
に
英
国
兵
が
移
動
し
て
上
カ
ナ
ダ
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
機
会
に
反
乱
を
起
こ
し
、
植
民
地
を
共
和
国
と
宣
言
し
よ
う
と
し
た
。
ト
ロ

（
七
二
〇
）
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六
三

ン
ト
の
ヤ
ン
グ
通
り
に
あ
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
酒
場
に
四
日
間
か
け
て
、
約
一
〇
〇
〇
人
の
男
性
、
主
に
米
国
出
身
の
農
民
が
集
ま
っ
た
。

一
二
月
五
日
、
貧
弱
な
武
器
を
持
っ
た
反
乱
軍
が
、
ヤ
ン
グ
通
り
を
南
に
進
軍
し
、
少
数
の
王
党
派
民
兵
と
銃
撃
戦
を
交
わ
し
た
。
反
乱

軍
の
大
部
分
は
、
銃
撃
戦
が
始
ま
る
と
混
乱
し
た
状
態
で
逃
亡
し
た
。
そ
の
後
も
散
発
的
な
戦
い
は
あ
っ
た
が
、
結
局
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

達
は
国
境
を
越
え
て
米
国
に
逃
亡
し
、
国
境
越
し
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

上
下
カ
ナ
ダ
の
何
れ
の
反
乱
に
お
い
て
も
、
米
国
は
、
そ
れ
が
北
米
英
領
併
合
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
と
考
え
、
反
乱
側
の
手
助
け
を

し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

ダ
ラ
ム
報
告
（D

urham
’s R
eport

）

ダ
ラ
ム
伯
爵
（John G

eorge L
am

bton D
urham

）
は
、
そ
の
生
涯
の
最
後
の
時
期
に
、
非
常
に
短
い
期
間
、
北
米
英
領
と
関
わ
り
を

持
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
は
カ
ナ
ダ
史
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
、
上
下
カ
ナ
ダ
で
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
た
反
乱
事
件
の
翌
年
で
あ
る
一
八
三
八
年
、
反
乱
が
起
き
た
こ
と
の
責
任
を
問
わ
れ
て
罷
免

さ
れ
た
前
任
者
に
代
わ
っ
て
上
下
カ
ナ
ダ
に
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
を
加
え
た
北
米
英
領
の
総
督
と
な
っ
た
。
彼
は
英
国
を
一
八
三
八

年
四
月
二
一
日
に
離
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
同
年
五
月
二
七
日
に
到
着
し
、
二
九
日
か
ら
執
務
を
開
始
し
た
。
彼
が
英
国
に
旅
立
っ
た
の
は
同

じ
年
の
一
一
月
一
日
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
在
任
期
間
は
五
ヶ
月
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
一
一
月
三
〇
日
に
英
国
に
帰
着
し
、
一
八
三
九
年
一

月
三
一
日
の
日
付
で
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
一
八
四
〇
年
七
月
二
八
日
に
四
八
歳
の
若
さ
で
死
亡
す
る
の
で
あ
る

（
46
）

。

彼
の
滞
在
期
間
は
、
こ
の
よ
う
に
大
変
短
か
っ
た
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
到
着
す
る
な
り
、
意
見
の
あ
る
者
は
申
し
出
る
よ
う
に
、
と
い
う

布
告
を
発
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
現
地
情
報
を
収
集
し
、
さ
ら
に
鋭
く
、
北
米
英
領
問
題
の
本
質
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
七
二
一
）
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普
通
、
反
乱
と
い
う
も
の
は
、
政
府
と
人
民
が
敵
対
す
る
結
果
、
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
ダ
ラ
ム

の
見
た
と
こ
ろ
、
反
乱
の
根
本
的
な
原
因
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
と
英
語
系
住
民
の
間
の
い
が
み
合
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
カ
ナ
ダ
の

場
合
も
、
先
に
米
国
か
ら
移
民
し
た
王
党
派
と
、
遅
れ
て
米
国
か
ら
移
民
し
た
人
々
、
そ
れ
に
大
移
民
時
代
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
渡
来
し
た
人
々
で
構
成
さ
れ
る
新
住
民
の
間
の
対
立
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
上
下
何
れ
に
関
し
て
も
、

元
か
ら
北
米
に
い
た
人
々
と
新
規
に
移
民
し
た
人
々
の
対
立
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
七
年
の
二
つ
の
反
乱
の
要

求
を
、
ダ
ラ
ム
は
、
何
れ
も
責
任
政
府
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
た
。

彼
の
報
告
書
は
、
基
本
的
に
は
経
済
学
者
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
（E

dw
ard G

ibbon W
akefi eld

）
の
唱
え
て
い
た
植
民
地
統
治
理
論
の

強
い
影
響
を
受
け
た
も
の
と
言
わ
れ
る

（
47
）

。
そ
の
結
果
、
ダ
ラ
ム
報
告
の
主
要
な
結
論
は
、
上
下
カ
ナ
ダ
を
統
合
し
て
単
一
の
植
民
地
に

し
、
か
つ
、
そ
こ
に
責
任
政
府
を
設
置
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
植
民
地
の
対
外
関
係
な
ど
は
本
国
政
府
が
責
任
を
負
え
ば
、
植

民
地
の
内
政
に
関
し
て
責
任
政
府
を
導
入
す
る
こ
と
自
体
は
、
本
国
が
植
民
地
支
配
を
す
る
上
で
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
彼
は
こ

れ
を
推
奨
し
た
。

「
ダ
ラ
ム
の
提
案
は
、
単
な
る
行
政
府
の
統
合
で
は
な
い
。
そ
れ
は
融
合
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
は
、
吸
収
さ
れ
、

混
和
さ
れ
、
絶
対
的
に
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
植
民
地
政
府
に
関
す
る
原
則
を
定
め
た
。
責
任
政
府
が
そ
の
基
礎
で

あ
る
。
彼
の
現
地
状
況
に
対
す
る
研
究
は
、
彼
の
理
論
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
の
理
論
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
思
わ
れ
る

条
件
を
修
正
す
る
こ
と
を
、
彼
は
提
案
し
た
。
第
一
の
修
正
は
、
全
カ
ナ
ダ
を
一
般
的
な
政
治
機
構
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下

カ
ナ
ダ
か
ら
政
治
機
構
を
奪
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
下
カ
ナ
ダ
の
問
題
の
根
は
、
人
種
問
題
で
あ
る
事
に
、
何
の
疑
い
も
抱
い

て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
第
二
の
修
正
が
導
か
れ
る
。
人
種
は
、
英
国
系
が
多
数
派
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、

（
七
二
二
）
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統
合
の
中
で
無
力
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
起
源
に
基
づ
く
致
命
的
な
確
執
は
、
最
も
深
刻
な
害
悪
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

多
数
派
に
、
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
に
所
有
し
て
い
た
以
上
の
何
ら
か
の
力
を
与
え
る
よ
う
な
修
正
は
、
現
時
点
で
は
、
よ
り
激
化
さ
せ

る
で
あ
ろ
う

（
48
）

。』」

上
下
カ
ナ
ダ
を
統
合
し
た
場
合
、
上
カ
ナ
ダ
の
人
口
は
、
妥
当
な
推
定
で
は
四
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
下
カ
ナ
ダ
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
系
住
民
は
四
五
万
人
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
す
で
に
英
語
系
住
民
も
一
五
万
人
い
る
の
で
、
二
つ
の
植
民
地
の
統
合
に

よ
っ
て
、
英
語
系
五
五
万
人
対
フ
ラ
ン
ス
系
四
五
万
人
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
は
少
数
派
に
転
落
す
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
大
移
民

時
代
に
よ
っ
て
、
英
語
系
移
民
は
さ
ら
に
急
激
に
流
入
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
差
は
さ
ら
に
開
く
一
方
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
は
、
少
数
派
と
な
れ
ば
、
民
族
性
に
関
す
る
む
な
し
い
望
み
を
捨
て
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
ダ
ラ
ム
の
も

く
ろ
み
で
あ
っ
た
。

（
四
）　

一
八
四
〇
年
連
合
法
（A
ct of U

nion

）

一
八
四
〇
年
連
合
法

（
49
）

は
、
そ
の
前
文
で
、
上
下
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
植
民
地
（P

rovince of C
anada

）
と
い
う
名
の
下
に
再
統
合
し
、
一

つ
の
植
民
地
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
（
以
下
、
連
合
法
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
を
「
連
合
カ
ナ
ダ
」
と
い
う
。）。

同
法
は
、
連
合
カ
ナ
ダ
に
立
法
評
議
会
（L

egislative C
ouncil

）
と
立
法
議
会
（L

egislative A
ssem

bly

）
を
置
く
こ
と
を
予
定
し
た
。

前
者
が
上
院
に
相
当
し
、
後
者
が
下
院
に
相
当
す
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
、
こ
の
上
下
両
院
の
「
助
言
と
同
意
を
得
て
、
カ
ナ
ダ
植

民
地
の
治
安
、
福
祉
及
び
良
き
統
治
（P

eace, W
elfare, and good G

overnm
ent

）
の
た
め
の
立
法
を
行
う
。
但
し
、
そ
れ
ら
の
法
律
は
本

法
と
矛
盾
し
て
は
な
ら
な
い
」（
第
三
条
）
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
四
〇
年
連
合
法
は
、
連
合
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
憲
法
と
し
て
の

（
七
二
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

六
六

地
位
を
有
す
る
こ
と
が
、
但
書
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

上
院
に
当
た
る
立
法
評
議
会
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
様
、
総
督
が
任
命
権
を
持
つ
二
〇
名
を
越
え
な
い
者
で
構
成
さ
れ
る
。
任
命
さ
れ
る

者
は
、
満
二
一
歳
以
上
の
臣
民
と
し
て
生
ま
れ
た
者
、
英
国
議
会
の
制
定
す
る
法
律
、
英
国
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
法
律
、
な
い
し

は
上
下
カ
ナ
ダ
議
会
の
法
律
に
よ
っ
て
臣
民
に
帰
化
し
た
者
と
さ
れ
た
（
四
条
）。
評
議
員
の
任
期
は
終
身
と
さ
れ
た
（
五
条
）。
但
し
、

辞
任
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
（
六
条
）。

下
院
に
当
た
る
立
法
議
会
は
、
従
来
の
上
下
カ
ナ
ダ
か
ら
同
数
宛
選
挙
さ
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
一
二
条
）。
こ
の
時
点
に
お

い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
上
カ
ナ
ダ
四
〇
万
人
に
対
し
下
カ
ナ
ダ
六
〇
万
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
カ
ナ
ダ
の
選
挙
民
は
上
カ
ナ
ダ
の
選
挙

民
に
比
べ
て
三
分
の
二
の
選
挙
権
し
か
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
四
二
議
席
宛
が
配
分
さ
れ
た
。

き
わ
め
て
特
徴
的
な
の
が
、
第
四
一
条
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
連
合
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
公
文
書
は
英
語
で
記
述
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（shall be in the E
nglish L

anguage only

）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
英
語
を
他
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
が
、

「
翻
訳
さ
れ
た
文
書
は
記
録
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
原
記
録
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」
の

で
あ
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
翻
訳
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
強
引
に
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
発
言
権
を
切
り
下
げ
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
上
下
カ
ナ
ダ
を
統

合
す
る
と
い
う
点
で
は
ダ
ラ
ム
報
告
を
受
け
入
れ
た
が
、
ダ
ラ
ム
報
告
が
、
一
八
三
七
年
の
二
つ
の
反
乱
の
原
因
と
し
た
責
任
政
府
の
樹

立
に
つ
い
て
は
、
全
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
法
自
体
は
、
地
名
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
上
カ
ナ
ダ
は
西
カ
ナ
ダ
（C

anada 

w
est

）、
下
カ
ナ
ダ
は
東
カ
ナ
ダ
（C

anada east

）
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
四
九
年
に
な
っ
て
、
連
合
カ
ナ
ダ
議
会
は
、
解
釈

（
七
二
四
）
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法
律
を
制
定
し
、
東
西
カ
ナ
ダ
を
法
的
名
称
と
す
る
。

（
五
）　

責
任
政
府
へ
の
道

一
八
三
九
年
に
下
カ
ナ
ダ
総
督
と
な
っ
た
シ
ド
ナ
ム
卿
ト
ム
ソ
ン
（C

harles P
oulett T

hom
son, 1st B

aron S
ydenham

）
は
、
連
合
法

が
成
立
す
る
と
、
上
カ
ナ
ダ
の
統
治
権
も
引
き
継
い
で
、
連
合
カ
ナ
ダ
植
民
地
の
最
初
の
総
督
に
任
じ
ら
れ
た
。
彼
は
、
初
代
総
督
と
し

て
、
首
都
を
一
八
四
一
年
に
英
語
圏
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン

（
50
）

に
移
し
た
。
こ
の
地
で
連
合
カ
ナ
ダ
植
民
地
の
最
初
の
議
会
は
開
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。

彼
は
、
一
八
三
七
年
の
反
乱
と
い
う
苦
い
経
験
か
ら
、
立
法
議
会
の
多
数
派
と
の
協
調
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
他
方
で
、
本
国
の
責

任
内
閣
制
を
否
定
す
る
と
い
う
強
い
態
度
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
巧
妙
に
そ
の
中
間
を
目
指
す
政
策
を
採
っ
た
。

「
彼
は
、
彼
は
政
府
部
門
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
行
政
評
議
会
（E

xecutive C
ouncil

）
の
メ
ン
バ
ー
が
長
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
長
は
、
同
時
に
立
法
会
議
に
議
席
を
有
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
以
前
に
生
涯
を
任
期
と
し
て
任
命
さ
れ

た
古
い
メ
ン
バ
ー
が
、
選
挙
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
替
わ
る
に
つ
れ
て
、
行
政
評
議
会
は
、
総
督
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

事
実
上
彼
自
身
を
首
相
と
し
、
閣
僚
で
構
成
さ
れ
る
内
閣
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
臣
は
立
法
議
会
に
連
帯
責
任
を
負

う
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
総
督
に
個
人
的
責
任
を
負
い
、
彼
が
諮
問
す
る
べ
き
顧
問
及
び
行
政
部
門
の
長
の
集
団
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
シ
ド
ナ
ム
卿
は
、
議
会
が
受
け
入
れ
る
大
臣
を
選
ぶ
と
い
う
慣
行
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
政
府
の
原
則
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

（
51
）

。」

こ
の
よ
う
な
政
策
を
有
効
な
も
の
と
す
る
に
は
、
彼
に
と
っ
て
好
ま
し
い
意
見
を
持
つ
者
が
議
会
の
多
数
派
を
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
七
二
五
）
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そ
こ
で
、
彼
は
、
一
八
四
一
年
の
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
結
果
を
操
作
す
る
な
ど
、
露
骨
な
選
挙
干
渉
を
行
っ
て
、
与
党
の
確
保
に

努
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
政
策
は
、
立
法
議
会
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
系
指
導
者
で
あ
る
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

（
52
）

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
指
導
者
で
あ
る

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

（
53
）

が
手
を
握
っ
て
強
力
な
野
党
と
な
っ
た
た
め
に
、
政
策
実
施
は
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
ト
ム
ソ
ン
は
一
八
四
一
年
に
わ
ず
か
四
二
歳
で
、
現
職
の
ま
ま
落
馬
事
故
で
死
亡
し
た
。

そ
の
後
を
継
い
で
、
二
代
目
総
督
と
な
っ
た
の
は
、
バ
ゴ
ッ
ト
（C

harles B
agot

）
で
あ
る
。
彼
は
、
前
任
者
と
異
な
り
、
一
方
で
協

調
路
線
を
採
っ
た
。
議
会
で
単
一
会
派
と
し
て
最
大
の
勢
力
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
系
改
革
派
指
導
者
で
あ
る
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
を
行
政
評
議

会
議
員
に
起
用
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
に
対
す
る
親
和
政
策
を
採
っ
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
、
同
じ
く

閣
僚
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
の
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
も
同
時
に
行
政
評
議
会
議
員
と
な
っ
た

（
54
）

。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ゴ
ッ
ト
は
、
総
督
と
し
て
の
独
立
し
た
権
限
を
保
持
し
、
責
任
政
府
の
正
式
承
認
を
回
避
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

今
日
に
至
る
カ
ナ
ダ
政
党
制
度
へ
の
刺
激
を
行
い
、
そ
れ
自
体
が
責
任
政
府
へ
の
発
展
を
促
す
も
の
と
な
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
バ
ゴ
ッ
ト
は
、
ダ
ラ
ム
卿
の
提
案
し
た
同
化
戦
略
に
従
い
、
東
カ
ナ
ダ
（
元
の
下
カ
ナ
ダ
）
を
英
語
圏
に
す
る
た
め
、

英
国
か
ら
の
植
民
者
を
大
量
に
東
カ
ナ
ダ
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
政
策
を
採
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
バ
ゴ
ッ
ト
は
一
八
四
二
年
二

月
に
本
国
の
植
民
省
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
に
は
非
熟
練
労
働
者
に
適
し
た
労
働
が
大
量
に
あ
る
旨
の
提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
従
い
、
植
民

省
は
一
八
四
二
年
に
四
万
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
々
を
カ
ナ
ダ
に
送
り
出
し
た
。
し
か
し
、
バ
ゴ
ッ
ト
は
結
果
と
し
て
こ
の
人
々
に
職

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
の
多
く
は
職
を
求
め
て
南
下
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
職
を
得
る
こ
と

は
で
き
ず
、
九
五
〇
〇
人
も
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
一
八
四
二
年
〜
四
三
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
結
果
、

（
七
二
六
）
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こ
れ
以
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
は
少
数
の
農
民
や
商
人
と
な
り
、
労
働
者
の

移
民
は
絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た

（
55
）

。

こ
れ
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
に
つ
い
て
は
全
く
状
況
が
違
っ
た
。
先

に
述
べ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
厳
し
い
植
民
地
支
配
は
厳

し
さ
を
増
す
一
方
だ
っ
た
の
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
も
ま
た
う
な
ぎ
登
り
に

な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
を
整
理
し
た
の
が
、
表
4
で
あ
る

（
56
）

。

す
な
わ
ち
、
反
乱
の
起
き
た
一
八
三
八
年
だ
け
は
急
激
に
移
民
数
は
減
っ
た
が
、
そ

れ
以
後
、
以
前
に
も
増
し
て
移
民
数
が
増
加
し
、
こ
の
わ
ず
か
な
期
間
で
、
三
〇
万
人

に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
一
八
四
五
年
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉

（P
otato F

am
ine

）
が
発
生
し
、
暗
黒
の
四
七
年
（B

lack ’47

）
に
い
た
る
。
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
小
作
農
は
、
英
国
人
地
主
に
対
し
て
納
め
る
小
作
料
と
し
て
は
主
に
麦
を
栽
培

し
て
い
た
が
、
自
分
た
ち
の
消
費
用
に
は
、
生
産
性
の
高
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
を

行
っ
て
お
り
、
一
八
四
五
年
に
始
ま
る
飢
饉
の
時
期
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
貧
農
の
事

実
上
唯
一
の
食
料
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
一
八
四
五
年
か
ら

一
八
四
九
年
の
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
全
欧
州
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
疫
病
が
大
発
生
し
、

壊
滅
的
な
被
害
を
農
民
は
受
け
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
英
国
人
不
在
地
主
は
、
自

表 4　英国及びアイルランドからの北米英領向けアイルランド人移民数

年 英国発 アイルランド発 計

1838 2,908 1,847 4,755

1839 10,943 6,437 17,380

1840 28,756 20,125 48,881

1841 30,923 22,145 53,068

1842 42,884 31,687 75,571

1843 14,668 11,094 25,762

1844 17,725 16,293 34,018

1845 26,708 21,138 47,846

計 175,515 130,766 307,281

（
七
二
七
）
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七
〇

分
の
利
益
を
確
保
す
る
為
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
小
麦
の
搾
取
を
続
行
し
た
か
ら
、
他
の
地
域
よ
り
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
深
刻
な

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
生
き
延
び
る
手
段
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
海
外
へ
の
移
民
の
道
を
選
ば
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
に
よ
り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
口
の
少
な
く
と
も
二
〇
％
が
餓
死
お
よ
び
病
死
し
、

一
〇
％
か
ら
二
〇
％
が
国
外
へ
脱
出
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
総
人
口
が
一
八
四
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
史
上
最
高

の
八
〇
〇
万
人
を
記
録
し
た
と
い
う
の
に
、
そ
の
後
わ
ず
か
数
年
で
、
そ
の
半
分
の
四
〇
〇
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る

（
57
）

。
移

民
の
多
く
は
、
米
国
と
連
合
カ
ナ
ダ
に
向
か
っ
た
。
こ
の
移
民
の
洪
水
は
、
受
け
入
れ
側
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
飢
饉
の
報
せ
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
も
届
き
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
抑
制

と
伝
染
病
の
予
防
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
い
ち
早
く
手
を
打
っ
た
。
一
隻
あ
た
り
の
乗
客
数
の
上
限
を
制
限
す
る
法
案
と
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
最
低
運
賃
を
値
上
げ
す
る
法
案
を
通
過
さ
せ
、
一
八
四
六
年
五
月
か
ら
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
四
七
年
度
（
一
八
四
六
年
一
〇
月
〜
一
八
四
七
年
九
月
）
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
数
は
前
年
度
の
二
倍

以
上
の
約
一
〇
万
五
千
人
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。
そ
の
数
は
実
に
、
移
民
全
体
の
約
四
五
％
に
あ
た
っ
た
。

カ
ナ
ダ
へ
流
れ
込
ん
だ
の
は
、
最
低
運
賃
の
値
上
げ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
貧
し
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
で
あ
っ
た
。
地
主
が
小
作
人
を
土
地
か
ら
追
い
立
て
、
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
カ
ナ
ダ
へ
送
っ
た
例
も
あ
る
。
当
時
ま
だ
イ
ギ
リ

ス
領
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
は
独
立
国
家
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
抑
止
の
対
策
を
積
極
的

に
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
八
四
七
年
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
目
指
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
立
っ
た
移
民
は
約
九
八
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
約

七
八
、七
〇
〇
人
で
、
全
体
の
約
八
割
）
に
上
っ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
を
目
指
し
た
と
い
っ
て
も
、
全
員
が
無
事
上
陸
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、

（
七
二
八
）
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一

船
上
で
の
死
亡
者
は
約
四
、一
〇
〇
人
、
ま
た
、
約
一
三
、五
〇
〇
人
が
上

陸
後
に
グ
ロ
ー
セ
島
や
ケ
ベ
ッ
ク
の
病
院
な
ど
で
死
亡
し
た

（
58
）

。」

筆
者
の
理
解
は
、
こ
の
引
用
文
と
は
若
干
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
連
合
カ
ナ

ダ
の
場
合
に
は
、
バ
ゴ
ッ
ト
総
督
の
移
民
誘
致
策
が
影
響
し
て
、
抑
制
策
を
採

ら
な
か
っ
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
バ
ゴ
ッ
ト
が

一
八
四
三
年
に
現
職
の
ま
ま
病
死
し
た
た
め
に
、
後
任
の
メ
ト
カ
ー
フ

（C
harles M

etcalfe

）
が
着
任
す
る
ま
で
に
、
二
年
も
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
空
白
期
間
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
は
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

後
任
の
メ
ト
カ
ー
フ
に
も
、
現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
に
は
相
当
の
期
間
が
必

要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
、
合
衆
国
及
び
北
米
英
領
行
き
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移

民
数
の
推
移
を
表
5
に
示
し
た

（
59
）

。

先
に
示
し
た
引
用
文
と
は
若
干
数
値
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
先
の

引
用
文
は
到
着
ベ
ー
ス
の
数
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
表
5
は
出
発
ベ
ー
ス
の

数
字
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
差
は
恐
る
べ
き
数
字
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
航
海
中
や
到
着
後
検
疫
所
滞
在
中
に
失
わ
れ
た
人
命
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
民
船
は
、
棺
桶
船
（C

offi  n ship

）
と
呼
ば
れ
た
。
要
す

表 5　英国発北米行きのアイルランド人移民数の推移

年 合衆国行き 北米英領行き 計

1846 68,730 40,667 109,397

1847 119,314 104,518 223,832

1848 157,473 24,809 182,282

1849 181,011 33,392 214,403

1850 183,672 26,444 210,116

1851 219,453 31,709 251,162

1852 194,874 23,389 218,263

1853 156,970 22,391 179,361

1854 111,095 22,900 134,004

1855 57,164 6,106 63,270

計 1,449,756 336,325 1,786,090

（
七
二
九
）
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七
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る
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
以
後
一
〇
年
間
だ
け
で
、
約
一
八
〇
万
人
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
国
を
離
れ
、
そ
の
う
ち
三
〇
万
人
が
北
米
英

領
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
北
米
英
領
に
は
大
量
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
が
流
れ
込
む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
数
値
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
こ
の
時
期
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
が
起
き
て

い
る
の
で
、
同
様
に
相
当
数
の
移
民
が
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
バ
ゴ
ッ
ト
の
思
惑
に
反
し
て
、
英
語
を
話
す
住
民
は
、

確
か
に
増
加
し
て
い
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
は
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
な
ど
が
多
数
派
と
な
る
こ
と
で
、

多
民
族
化
が
進
み
、
王
党
派
か
ら
過
激
派
ま
で
の
、
多
数
の
派
閥
に
分
か
れ
る
状
況
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
は
、
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
力
は
低
下
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
東
カ
ナ
ダ
で
は
、
依
然
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
が
強
い

一
方
、
西
カ
ナ
ダ
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
住
民
が
多
数
派
を
占
め
る
状
況
下
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
住
民
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。

バ
ゴ
ッ
ト
は
重
病
に
か
か
り
、
一
八
四
三
年
に
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
死
去
す
る
。
そ
の
後
を
継
い
だ
第
三
代
総
督
メ
ト
カ
ー
フ
（C

harles 

T
heophilus M

etcalfe

）
は
、
官
吏
の
任
命
権
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
評
議
会
と
衝
突
し
た
。
全
て
の
官
吏
を
任
命
す
る
権
限
は
、
責
任
あ
る

閣
僚
の
権
利
に
属
す
る
と
主
張
す
る
評
議
会
に
対
し
て
、
メ
ト
カ
ー
フ
が
そ
れ
は
国
王
大
権
に
属
す
る
と
し
た
。
こ
の
メ
ト
カ
ー
フ
に
、

評
議
会
は
総
辞
職
で
対
抗
し
た
。
メ
ト
カ
ー
フ
は
、
議
会
を
解
散
し
、
総
選
挙
を
実
施
し
、
改
革
派
の
国
王
に
対
す
る
不
忠
誠
を
非
難
し

た
。
メ
ト
カ
ー
フ
は
、
カ
ナ
ダ
西
部
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
等
の
改
革
派
を
押
さ
え
つ
け
る
の
に
は
成
功
し
た
が
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
牙

城
で
あ
る
カ
ナ
ダ
東
部
を
切
り
崩
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

（
60
）

。
逆
に
首
都
を
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
移
す
な
ど
、
融
和
策
を
探
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

（
七
三
〇
）
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責
任
政
府
の
誕
生

責
任
政
府
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
突
然
、
植
民
地
側
で
は
な
く
、
本
国
政
府
側
の
事
情
の
変
更
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
穀
物
法
の
廃
止
や
、
航
海
法
の
廃
止
に
端
的
に
示
さ
れ
る
、
英
国
の
、
重
商
主
義
か
ら
自
由
貿
易
主
義
へ
の
転
換
の
、
必
然
の

帰
結
で
あ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
四
五
年
に
始
ま
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
に
対
す
る
拙
劣
な
対
応
か
ら
被
害
を
拡
大
し
た

反
省
か
ら
、
ま
ず
国
内
地
主
を
保
護
し
て
い
た
従
来
の
穀
物
法
が
一
八
四
六
年
穀
物
法
（C

orn A
ct 1846

）
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

航
海
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
植
民
地
に
外
国
船
を
入
れ
な
い
こ
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
（
植
民
地
の
住
民
を
含
む
）
乗
組
員
が
最
低

半
数
を
占
め
る
こ
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
船
で
あ
る
こ
と
等
を
要
求
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
へ
の
反
発
も
米
国
独
立
戦
争
の
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
問
題
あ
る
規
定
を
、
一
八
四
九
年
の
航
海
法
（N

avigation A
ct 1849

）
に
よ
り
廃
止
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
自
由
貿
易
主
義
の
台
頭
は
、
植
民
地
に
お
け
る
自
治
の
拡
大
を
許
容
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
米
英
領
の
中
で
、
最
初
に
責
任
政

府
に
移
行
し
た
の
は
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
で
あ
っ
た
。

「
英
国
の
北
米
英
領
に
対
す
る
自
由
貿
易
の
政
治
的
影
響
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ハ
ウ
（Joseph H

ow
e

）
が
、
カ
ナ
ダ
植
民
地
ほ
ど
過

激
で
は
な
い
が
、
長
い
こ
と
責
任
政
府
を
求
め
る
運
動
を
率
い
て
い
た
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
植
民
地
で
最
初
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
八
四
六
年
一
一
月
、
植
民
相
グ
レ
イ
は
、
総
督
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（John H

arvey

）
に
公
文
を
送
り
、
そ
の
中
で
『
住
民
の

意
思
に
反
し
て
い
か
な
る
北
米
英
領
の
植
民
地
に
お
い
て
も
、
統
治
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
は
な
く
、
望
ま
し
く
も
な
い
』
と
述
べ

た
。
一
八
四
七
年
三
月
の
別
の
公
文
で
は
、
植
民
地
に
お
け
る
英
国
内
閣
制
度
の
全
面
的
か
つ
即
時
的
な
採
用
に
支
障
は
な
い
と
特

記
し
て
い
る
。
ハ
ウ
は
、
そ
の
秋
の
選
挙
で
、
改
革
派
を
勝
利
に
導
き
、
一
八
四
八
年
一
月
、
そ
の
時
点
の
政
府
に
対
し
て
不
信
任

（
七
三
一
）
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八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

七
四

動
議
を
た
た
き
つ
け
た
の
で
、
総
督
に
は
、
彼
と
そ
の
政
党
を
召
喚
し
て
次
の
政
府
を
委
ね
る
以
外
の
選
択
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
は
、
北
米
英
領
に
お
け
る
責
任
政
府
と
い
う
新
し
い
秩
序
を
発
足
さ
せ
る
端
緒
と
な
っ
た

（
61
）

。」

こ
の
動
き
は
、
二
ヶ
月
後
に
は
、
連
合
カ
ナ
ダ
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
五
代
総
督
と
な
っ
た
、
ダ
ラ
ム
の
娘
婿
に
当
た
る
エ
ル
ギ

ン
伯
爵
（Jam

es B
ruce, 8th E

arl of E
lgin

）
は
、
本
国
植
民
相
で
あ
る
グ
レ
イ
の
了
解
を
取
り
、
議
会
多
数
派
の
指
導
者
で
あ
る
ラ
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
と
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
組
閣
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
憲
法
に
当
た
る
連
合
法
を
改
正
す
る
こ
と
無
く
、
責
任
内
閣

制
へ
と
移
行
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
エ
ル
ギ
ン
伯
爵
は
、
立
法
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
最
初
の
総
督
と
な
っ
た
。
以
後
、

こ
れ
が
カ
ナ
ダ
総
督
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
な
る
。

こ
の
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
＝
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
連
立
政
権
の
成
功
が
、
カ
ナ
ダ
植
民
地
に
奇
妙
な
制
度
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

本
来
、
上
下
カ
ナ
ダ
の
統
合
は
、
ダ
ラ
ム
報
告
に
依
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
を
少
数
派
に
転
落
さ
せ
、
多
数
派
の
英
語

系
住
民
に
同
化
吸
収
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
、
逆
に
フ
ラ
ン
ス
系
の
結
束
を
固
め
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
東
カ
ナ
ダ
は
、
そ
の
特
殊
性
を
保
持
し
続
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
法
（Q

uebec A
ct of 1774

）
時
代
そ

の
ま
ま
に
、
独
自
の
言
語
、
法
律
、
宗
教
及
び
文
化
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
疑
似
連
邦
制
（Q

uasi-federal 

system

）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
首
班
も
一
人
で
は
な
く
、
二
人
置
か
れ
る
必
要
が
あ
る
。
二
重
首
班
制
（D

ual 

prem
iership

）
と
呼
ば
れ
る
。
連
立
政
権
を
構
成
す
る
政
党
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
及
び
英
語
圏
の
そ
れ
ぞ
れ
で
多
数
派
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
二
重
多
数
派
制
（D

ouble m
ajority

）
と
呼
ば
れ
る
。

エ
ル
ギ
ン
卿
に
、
今
一
つ
の
重
要
な
功
績
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
自
由
貿
易
主
義
に
基
づ
い
て
、
一
八
五
四
年
に
米
国
と
の
間
で
相

互
主
義
協
定
（R

eciprocity T
reaty of 1854

）
を
締
結
し
た
こ
と
で
あ
る
（
米
国
国
務
長
官
の
マ
ー
シ
ー
（W

illiam
 M

arcy

）
と
の
間
で
締
結
さ

（
七
三
二
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

七
五

れ
た
の
で
、E

lgin-M
arcy T

reaty

と
い
う
別
名
で
も
知
ら
れ
る
）。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
、

プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
を
含
む
北
米
英
領
の
生
産
物
に
適
用
さ
れ
る
英
国
と
米
国
の
間
の
貿
易
条
約
で

あ
っ
た

（
62
）

。
こ
の
協
定
は
、
米
国
に
と
っ
て
は
重
要
で
は
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。
遠
く
、
本
国
に
送
る
代
わ
り
に

近
く
の
米
国
に
有
利
な
条
件
で
の
輸
出
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
南
部
の
オ
ン
タ
リ
オ
で
、
カ
ナ
ダ
の
米

国
へ
の
輸
出
は
急
増
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
西
カ
ナ
ダ
の
経
済
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
西
カ
ナ
ダ
の
人
口
増
加
に
拍
車
が
か
か
り
、
つ
い
に
は
東
カ
ナ
ダ
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。

六　

北
米
英
領
法
（B

ritish N
orth A

m
erica A

ct of 1867

）

初
期
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
最
大
の
重
大
事
は
、
今
日
の
カ
ナ
ダ
、
す
な
わ
ち
連
邦
立
憲
君
主
制
国
家
の
建
国
で
あ
る
。
そ
の
建
国
を
宣

言
す
る
の
が
、
こ
の
北
米
英
領
法
で
あ
る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
き
た
連
合
カ
ナ
ダ
植
民
地
に
関
す
る
説
明
で
は

不
十
分
で
、
そ
の
他
の
北
米
英
領
植
民
地
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
説
明
を
要
す
る
。

（
一
）　

西
部
の
開
拓

カ
ナ
ダ
が
大
西
洋
か
ら
太
平
洋
に
到
る
大
陸
横
断
的
国
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
中
で
も
重
要
性
を
有
す
る
の
は
、
今
日
の

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
に
関
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
。

連
合
カ
ナ
ダ
や
沿
海
州
諸
植
民
地
の
内
陸
に
あ
る
、
ル
パ
ー
ト
ラ
ン
ド
（R

upert ’s L
and

）
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
地
域
は
、
イ
ン
グ
ラ

（
七
三
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

七
六

ン
ド
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
か
ら
一
六
七
〇
年
五
月
に
勅
許
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
ハ
ド
ソ

ン
湾
会
社
（H

udson ’s B
ay C

om
pany

）
が
所
有
し
て
い
た
私
有
地
で
あ
っ
た
。
ル
パ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
名
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
初
代
総

督
で
あ
っ
た
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
ル
パ
ー
ト
（P

rince R
upert, 1st D

uke of 

C
um

berland

）
に
ち
な
ん
で
い
る
。
ル
パ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
及
び
ハ
ド
ソ

ン
湾
に
注
ぐ
す
べ
て
の
河
川
の
流
域
を
含
む
三
九
〇
万
平
方
㎞
の
広
大
な
土
地
で
、
現

在
の
カ
ナ
ダ
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
こ
の
領
域
に
は
、
今
日
で
は
米
国
に
属
す
る

地
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、
米
国
と
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
始
め
た
。

そ
こ
で
、
米
国
と
英
国
は
、
通
称
一
八
一
八
年
条
約
（T

he C
onvention of 1818

）

を
締
結
し
た
。
こ
の
、
正
式
に
は
「
漁
業
、
境
界
、
奴
隷
の
返
還
に
関
す
る
条
約

（C
onvention respecting fi sheries, boundary and the restoration of slaves

）」
と
い
う

条
約
は
、
簡
単
に
言
え
ば
北
緯
四
九
度
線
を
米
国
と
英
国
の
境
界
線
と
す
る
こ
と
を
約

し
た
も
の
で
あ
る

（
63
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
英
国
は
、
北
緯
四
九
度
線
よ
り
南
に
あ
る
レ
ッ
ド

リ
バ
ー
植
民
地
（
今
日
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
等
に
属
す
る
地
域
）
を
失
い
、
そ
の
か
わ
り
、
米

国
は
ミ
ズ
ー
リ
州
北
端
を
英
国
に
譲
渡
し
た
（
第
二
条
）。
た
だ
し
、
オ
レ
ゴ
ン
地
域

（O
regon C

ountry

＝
今
日
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
及
び
米
国
の
ワ
シ

ン
ト
ン
州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
及
び
ア
イ
ダ
ホ
州
に
相
当
す
る
地
域
）
に
つ
い
て
は
、
一
〇
年
間

（
七
三
四
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

七
七

の
共
同
占
有
を
定
め
た
（
第
三
条
）。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
商
人
達
は
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
の
独
占
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
、
北
西
会
社
（N

orthw
est C

om
pany

）
を
設
立
し
、

こ
の
オ
レ
ゴ
ン
地
域
等
で
激
し
く
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
と
争
っ
た
結
果
、
流
血
の
惨
事
が
発
生
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、
一
八
二
一

年
に
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ル
パ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
南
は
五
大
湖
か
ら
、
北
は
北
極
海
に
及
び
、
西
は

北
太
平
洋
ま
で
拡
張
し
た
。

こ
の
間
に
、
米
国
の
西
進
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
、
つ
い
に
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
越
え
て
上
記
オ
レ
ゴ
ン
地
域
の
南
半
分
に
達
し
た
。
ハ

ド
ソ
ン
湾
会
社
は
、
オ
レ
ゴ
ン
地
域
南
部
へ
の
米
国
人
の
植
民
を
食
い
止
め
る
事
を
諦
め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
（C

olum
bia R

iver

）
北
部
に

重
点
を
置
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
米
国
で
は
、
一
八
四
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党
の
新
人
ポ
ー
ク
（Jam

es P
olk

）
は
、
西
へ
の
発
展
が
米
国
の

明
白
な
天
命
（M

anifest D
estiny

）
で
あ
る
と
叫
び
、
テ
キ
サ
ス
共
和
国
や
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
併
合
を
約
束
す
る
と
と
も
に
、「
北
緯

五
四
度
四
〇
分
か
戦
争
か
（F

ifty-F
our F

orty or F
ight!

）」
と
い
う
過
激
な
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
当
時
ロ
シ
ア
領
で
あ
っ
た
ア
ラ

ス
カ
ま
で
の
地
域
を
米
国
に
併
合
す
る
事
を
訴
え
て
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
本
命
候
補
で
あ
る
ク
レ
イ
（H

enry C
lay

）
に
勝
利
し
、

一
八
四
五
年
に
第
一
一
代
大
統
領
に
就
任
し
た

（
64
）

。
米
国
は
、
テ
キ
サ
ス
の
併
合
か
ら
米
墨
戦
争

（
65
）

へ
と
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
英
国
と
の
戦

争
を
諦
め
て
妥
協
し
、
一
八
四
六
年
に
オ
レ
ゴ
ン
条
約
（O

regon T
reaty

）
を
締
結
す
る
事
と
な
っ
た

（
66
）

。
オ
レ
ゴ
ン
条
約
は
北
米
に
お
け

る
米
国
と
英
国
の
境
界
を
、
す
で
に
英
国
植
民
地
と
し
て
確
立
し
て
い
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
を
除
き
、
北
緯
四
九
度
線
と
す
る
こ
と
を
定

め
た
の
で
あ
る
。

一
八
四
九
年
に
、
英
国
政
府
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
を
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
の
植
民
地
と
し
て
認
め
、
島
の
南
端
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

（
七
三
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

七
八

（V
ictoria

）
を
首
府
と
定
め
た
。
そ
の
第
二
代
総
督
に
就
任
し
た
ダ
グ
ラ
ス
（Jam

es D
ouglas

）
は
、
卓
越
し
た
手
腕
を
示
し
、

一
八
五
六
年
に
は
代
議
制
議
会
の
創
設
に
漕
ぎ
着
け
る
一
方
、
対
岸
の
米
本
土
の
フ
レ
ー
ザ
ー
川
で
生
じ
た
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
、
本

来
、
そ
の
地
域
を
管
理
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
応
え
て
英
国
政
府
は
直
ち
に
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
植
民
地
の
創
設
を
認
め
る
と
と
も
に
、
彼
を
そ
の
初
代
総
督
に
任
命
し
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は
、
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
父
（T

he F
ather of B

ritish C
olum

bia

）
と
呼
ば
れ
る

（
67
）

。
両
植
民
地
は
一
八
六
六
年
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
植
民
地
と
し
て
統
合
さ
れ
る
。

（
二
）　

南
北
戦
争
と
連
合
カ
ナ
ダ

一
八
六
一
年
に
米
国
で
南
北
戦
争
が
勃
発
す
る
。
英
国
は
、
建
前
と
し
て
は
そ
れ
に
中
立
の
立
場
を
採
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
南

部
に
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
例
え
ば
、
ア
ラ
バ
マ
（A

labam
a

）
号
に
代
表
さ
れ
る
通
商
破
壊
艦
を
何
隻
も
建
造
し
、
南
部
連
合
に

提
供
し
た

（
68
）

。
こ
の
た
め
、
米
国
で
は
再
び
北
米
英
領
併
合
論
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
英
国
は
、
北
米
に
あ
る
各
植
民
地

に
北
軍
侵
攻
に
備
え
て
軍
備
を
拡
充
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
、
北
米
英
領
の
中
核
と
も
言
え
る
連
合
カ
ナ
ダ
で
は
、
英
語
系
住
民

と
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
対
立
が
こ
じ
れ
、
市
民
軍
法
案
は
議
会
で
否
決
さ
れ
、
内
閣
が
総
辞
職
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
英
本
国
政
府
は
、
植
民
地
防
衛
の
た
め
、
全
植
民
地
を
統
合
す
る
方
針
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
北
米
英

領
の
各
植
民
地
の
対
応
は
迷
走
す
る
。
大
西
洋
岸
に
あ
る
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
及
び
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド

の
三
植
民
地
は
、
沿
岸
同
盟
（M

aritim
e U

nion

）
を
設
立
し
よ
う
と
考
え
、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で

一
八
六
四
年
九
月
に
会
議
を
開
い
た
（C

harlottetow
n C

onference

）。
他
方
、
連
合
カ
ナ
ダ
で
は
主
要
会
派
を
網
羅
す
る
大
連
立
政
権
の

（
七
三
六
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

七
九

樹
立
に
成
功
し
て
い
た
。
大
連
立
政
権
の
主
要
閣
僚
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
会
議
に
乗
り
込
み
、
説
得
し
た
結
果
、
沿
岸
植
民
地
も
、

沿
岸
同
盟
の
設
立
を
先
送
り
し
て
、
連
邦
結
成
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

そ
の
結
果
、
翌
一
〇
月
に
、
上
記
四
植
民
地
に
加
え
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
も
加
え
た
五
植
民
地
の
代
表
に
よ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
で

会
議
が
開
か
れ
（Q

uébec C
onference

）、
一
〇
日
〜
二
七
日
ま
で
の
長
期
の
討
議
の
末
、
連
邦
結
成
の
大
綱
と
な
る
全
七
二
箇
条
に
達
す

る
ケ
ベ
ッ
ク
決
議
（Q

uébec R
esolutions

）
が
な
さ
れ
た

（
69
）

。

そ
の
後
も
、
各
植
民
地
の
利
害
が
対
立
し
て
、
話
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
の
存
在
が
そ
こ
で
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。
南
北
戦
争
中
の
一
八
六
六
年
か
ら
、
そ
の
終
了
後
の
一
八
七
一
年
ま
で
、
米
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
急
進
主
義
者
で
あ

る
フ
ィ
ニ
ア
ン
同
盟
（F

enian B
rotherhood

）
は
、
北
米
英
領
の
一
部
を
奪
取
し
、
こ
れ
と
引
き
換
え
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
を
英
国
に

要
求
し
よ
う
と
し
て
、
国
境
を
越
え
て
侵
略
す
る
事
件
（F

enian raids

）
を
、
合
計
六
回
も
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
北
米
英

領
の
諸
植
民
地
は
否
応
な
く
、
連
邦
結
成
の
方
向
に
押
し
や
ら
れ
た
。

一
八
六
六
年
一
二
月
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
本
国
政
府
と
、
連
合
カ
ナ
ダ
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
三

植
民
地
の
間
で
会
議
が
開
か
れ
た
（L

ondon C
onference

）。
会
議
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
決
議
を
若
干
修
正
し
て
決
定
さ
れ
た
の
が
、
次
項
に
詳

し
く
は
紹
介
す
る
北
米
英
領
法
（B

ritish N
orth A

m
erica A

ct
）
で
あ
る

（
70
）

。

（
三
）　

一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
の
内
容

一
八
六
七
年
北
米
英
領
法

（
71
）

は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
諸
法
と
同
じ
く
、
英
国
議
会
の
制
定
し
た
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
一
部

の
条
項
は
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
憲
法
（C

anada A
ct 1982

）
に
よ
っ
て
廃
止
な
い
し
修
正
さ
れ
は
し
た
が
、
今
日
の
カ
ナ
ダ
憲
法
の
中
核

（
七
三
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

八
〇

と
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
効
力
を
持
ち
続
け
て
い
る

（
72
）

。

こ
の
法
律
は
、
前
文
か
ら
始
ま
る
。
同
法
の
正
式
名
称
が
「
カ
ナ
ダ
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
お
よ
び
そ
の

政
府
の
連
合
の
た
め
、
並
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
目
的
の
た
め
の
法
律
（A

n A
ct for the U

nion of C
anada, N

ova S
cotia, and N

ew
 

B
runsw

ick, and the G
overnm

ent thereof; and for P
urposes connected therew

ith

）」
と
い
う
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
連

合
カ
ナ
ダ
に
加
え
て
、
北
米
に
あ
っ
た
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
と
い
う
二
つ
の
英
国
植
民
地
も
統
合
し
て
、

一
つ
の
植
民
地
と
す
る
法
律
で
あ
る
。

同
法
は
、
国
家
の
名
称
を
カ
ナ
ダ
と
い
う
名
の
自
治
領
（O

ne D
om

inion under the N
am

e of C
anada

）
と
宣
言
す
る
（
三
条

（
73
））。

す
な

わ
ち
、
こ
の
法
律
に
よ
り
成
立
し
た
カ
ナ
ダ
は
、
従
来
の
植
民
地
（C

olony

）
よ
り
も
大
幅
に
自
治
権
が
強
化
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
存
在

を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
新
た
に
自
治
領
（D

om
inion

）
と
い
う
言
葉
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
74
）

。
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
後
、
世
界
各
地

の
英
国
植
民
地
で
、
自
治
権
の
強
化
が
認
め
ら
れ
る
都
度
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

連
邦
は
四
つ
の
州
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
五
条
及
び
六
条
）。
す
な
わ
ち
、
三
植
民
地
で
カ
ナ
ダ
は
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
連
合
カ
ナ
ダ
は
、
再
び
二
つ
に
分
か
れ
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
及
び
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
な
っ
た
。

首
都
は
オ
タ
ワ
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
（
一
六
条
）。
当
時
首
都
の
決
定
を
巡
っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
キ
ン
グ
ス
ト

ン
、
ト
ロ
ン
ト
及
び
オ
タ
ワ
の
五
都
市
が
激
し
く
競
い
合
っ
て
、
カ
ナ
ダ
側
で
は
決
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
人
は
仲
裁
者

と
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
裁
断
を
求
め
、
女
王
は
オ
タ
ワ
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
英
仏
両
勢
力
の
ほ
ぼ
境
界
に
位
置
す
る
こ
と
が

理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
75
）

。

議
会
は
上
下
両
院
制
を
採
用
し
た
（
一
七
条
以
下
）。
上
院
はS

enate

、
下
院
はH

ouse of C
om

m
on

と
い
う
名
称
と
さ
れ
た
。

（
七
三
八
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

八
一

金
銭
法
案
（M

oney B
ill

）、
す
な
わ
ち
課
税
そ
の
他
の
公
課
金
の
賦
課
及
び
歳
出
予
算
（A

ppropriation

）
は
下
院
の
先
議
事
項
と
さ
れ

て
い
る
（
五
三
条
）。
当
時
の
英
国
に
お
け
る
下
院
の
権
限
に
関
す
る
認
識
を
反
映
し
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
金
銭
法
案
が
議
会
通
過

後
に
女
王
の
裁
可
を
経
て
総
督
に
提
出
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（
五
五
条
）
の
も
、
同
様
で
あ
る
。

議
会
の
権
限
に
関
す
る
規
定
と
は
独
立
し
て
、
こ
の
法
律
に
も
、
財
政
に
関
す
る
章
が
あ
る
（
第
八
章
一
〇
二
条
以
下
）。
そ
こ
で
は
統

合
歳
入
資
金
（C

onsolidated R
evenue F

und

）、
す
な
わ
ち
歳
入
の
一
元
化
が
明
確
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
英
本
国
で
は
、
小
ピ
ッ
ト

（W
illiam

 P
itt the Y

ounger
）
に
よ
り
、
一
七
八
六
年
に
統
合
国
庫
資
金
（C

onsolidated F
und

）
が
設
け
ら
れ
、
原
則
と
し
て
租
税
収
入

や
国
王
が
放
棄
し
た
特
権
か
ら
の
収
入
が
こ
こ
に
統
合
さ
れ
、
民
生
費
等
が
こ
こ
か
ら
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
英

国
の
新
し
い
制
度
が
こ
の
時
点
で
カ
ナ
ダ
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

英
仏
両
国
語
を
公
用
語
と
宣
言
し
て
い
る
（
一
三
三
条
）。
連
邦
議
会
だ
け
で
は
無
く
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
議
会
に
お
い
て
も
、
英
仏
両
国
語

を
使
用
で
き
る
と
定
め
て
い
る
あ
た
り
、
英
語
系
の
最
後
の
意
地
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
法
律
は
、
全
一
四
七
条
に
達
し
、
連
邦
ば
か
り
で
無
く
、
各
州
の
権
限
ま
で
も
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
書
か
れ
て
い
な
い
重

要
な
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
外
交
権
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
外
交
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
英
本
国
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
が
自
主

外
交
権
を
獲
得
す
る
の
は
、
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
（S

tatute of W
estm

inster

）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。

（
七
三
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

八
二

﹇
お
わ
り
に
﹈

今
日
で
は
、
一
般
に
一
八
六
七
年
憲
法
（T

he C
onstitution A

ct of 1867

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
な
と
お
り
、
こ
の
英
国
議
会

の
制
定
し
た
一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
は
、
今
日
の
カ
ナ
ダ
を
建
国
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
成
文
憲
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
一
七
年
は
、
カ
ナ
ダ
連
邦
建
国
一
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
の
カ
ナ
ダ
憲
法
の
変
遷
を
簡
略
に
紹
介
す
る
と
、
北
米
英
領
法
は
、
こ
の

1　

一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
、
に
は
じ
ま
っ
て
、

2　

一
八
七
一
年
北
米
英
領
法
、

3　

一
八
八
六
年
北
米
英
領
法
、

4　

一
九
〇
七
年
北
米
英
領
法
、

5　

一
九
一
五
年
北
米
英
領
法
、

6　

一
九
一
六
年
北
米
英
領
法
、

7　

一
九
三
〇
年
北
米
英
領
法
、

8　

一
九
四
〇
年
北
米
英
領
法
、

9　

一
九
四
三
年
北
米
英
領
法
、

10　

一
九
四
六
年
北
米
英
領
法
、

11　

一
九
四
九
年
北
米
英
領
法
、

（
七
四
〇
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

八
三

12　

一
九
四
九
年
北
米
英
領
法
（
No.
2
）、

13　

一
九
五
一
年
北
米
英
領
法
、

14　

一
九
五
二
年
北
米
英
領
法
、

15　

一
九
六
〇
年
北
米
英
領
法
、

16　

一
九
六
四
年
北
米
英
領
法
、

17　

一
九
六
五
年
北
米
英
領
法
、

18　

一
九
七
四
年
北
米
英
領
法
、

19　

一
九
七
五
年
北
米
英
領
法
、

20　

一
九
七
五
年
北
米
英
領
法
（
No.
2
）、

と
二
〇
回
の
改
正
を
重
ね
た
末
に
、
最
終
的
に
現
在
の

21　

一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
憲
法

へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
今
日
の
カ
ナ
ダ
憲
法
の
中
核
を
構
成
し
て
い
る
成
文
法
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
英
国
議
会
の

定
め
た
法
律
で
あ
る
。

最
初
の
一
八
六
七
年
法
の
時
点
で
は
、
上
述
の
と
お
り
、
三
植
民
地
の
み
で
カ
ナ
ダ
連
邦
は
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ル
パ
ー
ト

ラ
ン
ド
及
び
マ
ニ
ト
バ
（M

anitoba

）
が
一
八
七
〇
年
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
一
八
七
一
年
に
、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー

ド
が
一
八
七
三
年
に
、
ア
ル
バ
ー
タ
（A

lberta

）
及
び
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
（S

askatchew
an

）
が
一
九
〇
五
年
に
、
最
後
に
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
が
一
九
四
九
年
に
加
盟
し
て
、
今
日
、
我
々
の
知
る
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
逐
次
各
州

（
七
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

八
四

が
加
盟
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
一
年
北
米
英
領
法
が
カ
ナ
ダ
に
地
域
の
境
界
を
変
更
し
、
あ
る
い
は
新
た
な
地
域
を

編
入
す
る
権
限
を
、
カ
ナ
ダ
自
治
領
に
与
え
た
結
果
で
あ
る
。

こ
う
し
た
カ
ナ
ダ
連
邦
の
発
展
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
稿
は
こ
こ
で
筆
を
置
き
た
い
。

（
1
） 

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
は
、
正
式
名
称
を
「
ス
ペ
イ
ン
と
英
国
間
の
平
和
と
友
好
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
（P

eace and F
riendship T

reaty of 

U
trecht betw

een S
pain and G

reat B
ritain

）」
と
い
う
。
ス
ペ
イ
ン
の
名
が
出
て
く
る
の
は
、
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
戦
争
の
一
環
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
英
領
化
が
な
さ
れ
た
条
約
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
関
係
の
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
カ

ナ
ダ
学
会
編
『
新
版　

資
料
が
語
る
カ
ナ
ダ
』
有
斐
閣
二
〇
〇
八
年
刊
二
二
頁
参
照
。

（
2
） 

一
七
六
三
年
パ
リ
条
約
は
、
正
式
名
称
を
「
英
国
国
王
と
ス
ペ
イ
ン
国
王
間
に
お
け
る
最
終
的
な
平
和
と
友
好
の
条
約
（T

he defi nitive 

T
reaty of P

eace and F
riendship betw

een his B
ritannick M

ajesty, the M
ost C

hristian K
ing, and the K

ing of S
pain

）」
と
い
う
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

http://avalon.law
.yale.edu/18th_century/paris763.asp

カ
ナ
ダ
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
注
1
紹
介
書
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
パ
リ
条
約
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
つ
い
て

は
、
ス
ペ
イ
ン
に
割
譲
し
た
。

（
3
） 

ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
地
名
は
、
一
六
二
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
卿
（W

illiam
 A

lexander, E
arl of S

tirling

）
が
、

ラ
テ
ン
語
で
「
新
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
を
意
味
す
る
こ
の
名
の
下
に
、
こ
の
地
方
全
体
の
開
発
の
特
許
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

の
サ
イ
ト
参
照
。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
作
成
し
て
い
るC

anadian encyclopedia

と
い
う
サ
イ
ト
中
に
あ
る
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/w

illiam
-alexander-earl-of-stirling/

（
4
） 

英
国
が
ケ
ベ
ッ
ク
等
を
得
た
理
由
が
一
三
植
民
地
を
守
る
事
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
を
参
照
。

W
 P

 M
 K

ennedy “T
he C

onstitution of C
anada: A

n Introduction to Its D
evelopm

ent and L
aw

 ” N
abu P

ress 

（2011/5/25

）P
. 32

。

（
七
四
二
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

八
五

こ
れ
は
一
九
二
二
年
にO

xford U
niversity P

ress

に
依
り
刊
行
さ
れ
た
本
の
復
刻
版
で
あ
る
。

（
5
） 

ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
の
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
追
放
に
つ
い
て
は
、
注
1
紹
介
書
二
一
頁
収
録
の
次
の
文
書
を
参
照
。E

nclosure in letter dated 

A
pril 14, 1756, L

ords of T
rade to H

enry F
ox

（
6
） 
ア
ケ
ィ
デ
ィ
ア
人
の
う
ち
、
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど
は
、
元
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
、
そ
の
大
追
放
の
際
に
は
、
当
時
ス
ペ
イ
ン
領
と
な
っ
て
い
た
ル

イ
ジ
ア
ナ
に
移
住
し
た
。
ア
ケ
イ
デ
ィ
ア
ン
（A

cadian

）
が
訛
っ
て
、
彼
ら
の
子
孫
は
今
日
で
は
ケ
イ
ジ
ャ
ン
（C

ajun

）
と
呼
ば
れ
、
独
自
の

文
化
で
知
ら
れ
て
い
る
。

参
照
：http://w

w
w
.acadian-cajun.com

/hisacad1.htm

（
7
） 

カ
ナ
ダ
で
は
、
今
日
、
日
本
で
は
、
普
通
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ
と
を
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
（F

irst N
ations

）
と
呼

ぶ
。
し
か
し
、
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
カ
ナ
ダ
に
住
ん
で
い
る
先
住
民
の
う
ち
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
（Inuit

＝
日
本
で
は
エ
ス
キ
モ
ー
と
呼
ば
れ
る
民

族
中
の
一
部
で
あ
る
。）
も
し
く
は
メ
テ
ィ
（M

étis

と
は
本
来
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
先
住
民
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
間
の
混
血
者
を
意
味

す
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
で
は
先
住
民
と
さ
れ
て
い
る
。）
以
外
の
民
族
の
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
無

い
。
本
稿
で
は
、
無
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
カ
ナ
ダ
で
何
と
呼
ん
で
い
る
か
を
問
わ
ず
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。

（
8
） 

国
王
宣
言
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

http://w
w
w
.solon.org/C

onstitutions/C
anada/E

nglish/P
reC

onfederation/rp_1763.htm
l

こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
関
連
文
書
を
集
め
た
サ
イ
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
中
の
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
：

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/royal-proclam

ation-of-1763/

（
9
） 

一
九
八
二
年
憲
法
（C

onstitution A
ct 1982

）
は
、
一
九
八
二
年
に
英
国
議
会
が
制
定
し
た
法
律
で
、
現
行
カ
ナ
ダ
憲
法
の
一
部
を
な
し
て

い
る
。
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
（S

tatute of W
estm

inster

）
に
よ
り
、
英
国
植
民
地
は
高
度
の
自
治
権
を
得

て
い
た
が
、
憲
法
典
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
英
国
議
会
が
権
限
を
留
保
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
憲
法
の
制
定
に
伴
い
、
そ
れ
ら
の

権
限
も
カ
ナ
ダ
に
委
譲
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
は
独
立
国
家
と
な
っ
た
。

（
七
四
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

八
六

（
10
） 

一
九
八
二
年
憲
法
第
一
章
は
、
三
四
箇
条
か
ら
な
る
「
自
由
と
権
利
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
章
（C

anadian C
harter of R

ights and 

F
reedom

s

）」
で
、
人
権
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
に
言
及
し
た
二
五
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

T
he guarantee in this C

harter of certain rights and freedom
s shall not be construed as to abrogate or derogate from

 any 

aboriginal, treaty or other rights or freedom
s that pertain to the aboriginal peoples of C

anada including

⒜　

any rights or freedom
s that have been recognized by the R

oyal P
roclam

ation of O
ctober 7, 1763; and

⒝　

any rights or freedom
s that now

 exist by w
ay of land claim

s agreem
ents or m

ay be so acquired.

（
11
） 

耐
え
が
た
い
諸
法
（Intolerable A

cts

）
と
は
、
米
国
独
立
宣
言
中
に
あ
る
文
言
で
あ
る
。

（
12
） 

ケ
ベ
ッ
ク
法
の
正
式
名
称
は
、「
北
米
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
な
提
供
を
行
う
た
め
の
法
律
（A

n A
ct for m

aking m
ore 

eff ective P
rovision for the G

overnm
ent of the P

rovince of Q
uebec in N

orth A
m
erica

）」
で
あ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
法
の
原
文
は
、
次
の
サ

イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

http://w
w
w
.solon.org/C

onstitutions/C
anada/E

nglish/P
reC

onfederation/qa_1774.htm
l

（
13
） 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
中
の
米
国
独
立
戦
争
の
サ
イ
ト
に
よ
る
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/am

erican-revolution/

（
14
） 

一
七
八
三
年
パ
リ
条
約
は
、
略
し
て
平
和
条
約
（P

eace treaty

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
原
文
は
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
作
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

http://avalon.law
.yale.edu/18th_century/paris.asp

（
15
） 

ウ
ッ
ズ
湖
（L

ake of the W
oods

）
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
マ
ニ
ト
バ
州
、
お
よ
び
米
国
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
跨
っ
て
存
在
す
る
湖

で
あ
る
。
こ
の
湖
の
中
央
を
走
る
国
境
線
の
関
係
で
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
・
ア
ン
グ
ル
（N

orthw
est A

ngle

）
と
い
う
地
域
及
び
ア

ン
グ
ル
町
（A

ngle T
ow

nship

）
は
、
水
路
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
領
を
通
過
し
な
い
限
り
、
米
国
か
ら
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
ア
ラ
ス

カ
と
い
う
巨
大
な
例
外
を
除
け
ば
、
米
国
唯
一
の
飛
び
地
で
あ
る
。

（
16
） 

本
文
の
引
用
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
パ
リ
条
約
に
関
す
る
サ
イ
ト
か
ら
で
あ
る
。

（
七
四
四
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

八
七

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/treaty-of-paris-1783/

（
17
） 

ジ
ョ
セ
フ
・
ブ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/joseph-brant/

（
18
） 
北
西
部
条
例
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
著
『
米
国
憲
法
訴
訟
史
』（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
二
〇
一
五
年
刊
）
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
19
） 

ブ
ル
ー
ジ
ャ
ッ
ケ
ツ
に
言
及
し
た
サ
イ
ト
は
多
い
が
、
差
し
当
た
り
次
の
も
の
を
紹
介
す
る
。

https://w
w
w
.w

arpaths2peacepipes.com
/fam

ous-native-am
ericans/blue-jacket.htm

（
20
） 

括
弧
内
は
、
次
の
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

V
alerie K

now
les “S

trangers at O
ur G

ates: C
anadian Im

m
igration and Im

m
igration P

olicy, 1540‒2015 ”D
undurn P

r L
td; 4 

E
dition 

（2016/3/29

）
三
六
頁

（
21
） 

沿
海
州
へ
の
移
住
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
四
〇
頁
参
照
。
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
植
民
地
の
創
設
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
同
じ
く
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
四
三
頁
参
照
。

（
22
） 

黒
人
の
移
住
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
四
二
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
で
は

六
〇
〇
〇
人
と
し
て
お
り
、
正
確
な
数
字
は
不
明
で
あ
る
。

（
23
） 

ホ
デ
ノ
シ
ョ
ニ
連
邦
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/iroquois/

（
24
） 

本
節
の
記
述
は
、
多
数
の
資
料
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
中
心
に
な
っ
た
の
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
次
の
サ
イ
ト
で
あ
る
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/loyalists/

（
25
） 

今
日
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
地
域
へ
の
入
植
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
三
九
頁
参
照
。

（
26
） 

一
七
九
一
年
憲
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
を
「
陛
下
の
在
位
一
四
年
に
成
立
し
た
法
律
の
一
部
を
廃
止
す
る
法
律
並
び
に
北
米
ケ
ベ
ッ
ク
地
方
政

府
の
た
め
に
よ
り
効
果
的
な
提
供
を
行
い
、
さ
ら
に
当
該
地
方
政
府
の
た
め
の
さ
ら
な
る
提
供
を
行
う
法
律
（A

n A
ct to repeal certain P

arts 

of an A
ct, passed in the fourteenth Y

ear of his M
ajesty ’s R

eign, intituled, A
n A

ct for m
aking m

ore eff ectual P
rovision for the 

（
七
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

八
八

G
overnm

ent of the P
rovince of Q

uebec, in N
orth A

m
erica; and to m

ake further P
rovision for the G

overnm
ent of the said 

P
rovince

）」
と
い
う
。
そ
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

http://w
w
w
.solon.org/C

onstitutions/C
anada/E

nglish/P
reC

onfederation/ca_1791.htm
l

（
27
） 
下
カ
ナ
ダ
は
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
下
流
域
及
び
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
湾
岸
の
地
域
で
あ
っ
た
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
現
在
の
ケ
ベ
ッ
ク
州

南
部
と
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
・
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
州
の
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
地
方
を
合
わ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
下
と
い
う
呼
称
は
、
緯
度
で
は
な
く
海

抜
か
ら
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
を
基
準
に
し
て
上
流
に
位
置
す
る
の
が
上
カ
ナ
ダ
で
あ
り
、
下
流
に
位
置
す
る
の
が
下
カ

ナ
ダ
で
あ
る
。

（
28
） 

荘
園
領
主
制
：
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
人
口
の
八
〇
％
が
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
農
村
部
に
住
ん
で
い
た
。
荘
園
領
主
制
は
、

荘
園
主
に
、
農
民
が
個
人
的
な
依
存
関
係
を
持
つ
封
建
制
に
基
づ
い
て
い
た
。
荘
園
主
の
多
く
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
貴
族
ま
た
は
聖
職
者
で
、

広
大
な
領
土
ま
た
は
荘
園
を
有
す
る
者
に
の
み
荘
園
主
の
称
号
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
の
下
に
お
け
る
土
地
相
続
の
規
則
は
パ
リ
慣
習
法
に
よ

る
も
の
で
、
両
親
の
所
有
地
は
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
等
し
く
分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
パ
リ
慣
習
法
は
、
現
在
の
ケ
ベ
ッ
ク
州

民
法
典
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
。（
木
村
和
男
編
『
世
界
各
国
史
23　

カ
ナ
ダ
』
山
川
出
版
社
一
九
九
九
年
刊
六
一
頁
、
八
三
頁
等
参
照
）

（
29
） 

聖
職
者
保
護
区
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/clergy-reserves/

（
30
） 

カ
ナ
ダ
と
い
う
国
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。

「
一
五
三
五
年
、
二
人
の
原
住
民
の
若
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
探
検
家
カ
ル
チ
エ
（Jacques C

artier

）
に
『
カ
ナ
タ
（kanata

）』
へ
の
道
を
教
え

た
。
そ
の
時
、
ふ
た
り
は
ス
タ
ダ
コ
ナ
（S

tadacona

）
の
村
、
す
な
わ
ち
今
日
の
ケ
ベ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。『
カ
ナ
タ
』
は
、

ヒ
ュ
ー
ロ
ン
・
イ
ロ
ク
ォ
イ
（H

uron-Iroquois

）
族
の
こ
と
ば
で
は
、
単
に
『
村
（village

）』
や
『
村
落
（settlem

ent

）』
の
こ
と
を
さ
す
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
別
の
言
い
方
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
カ
ル
チ
エ
は
、
ス
タ
ダ
コ
ナ
村
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
に
居
住
す
る
酋
長
ド
ン
ナ

コ
ナ
（D

onnacona

）
の
支
配
す
る
土
地
全
体
を
『
カ
ナ
ダ
（C

anada

）』
と
呼
ん
だ
。

こ
の
名
称
は
、
や
が
て
さ
ら
に
大
き
な
地
域
を
差
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
五
四
七
年
の
地
図
で
は
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
の
北
側
全
体
が
『
カ

（
七
四
六
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

八
九

ナ
ダ
』
と
示
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
チ
エ
は
ま
た
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
を
『
カ
ナ
ダ
川rivière du C

anada

』
と
呼
び
、
こ
れ
は
一
六
〇
〇
年
代

初
頭
ま
で
使
わ
れ
た
。

ま
も
な
く
、
探
検
家
と
毛
皮
貿
易
商
た
ち
は
西
へ
、
南
へ
と
開
拓
を
進
め
た
の
で
、『
カ
ナ
ダ
』
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
拡
大
し
た
。
一
七
〇
〇
年

代
初
頭
に
は
、
こ
の
名
称
は
北
米
で
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
す
る
地
域
全
域
、
す
な
わ
ち
現
在
の
米
国
中
西
部
か
ら
、
南
は
今
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ま
で
意

味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
式
名
称
と
し
て
『
カ
ナ
ダ
』
が
初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
七
九
一
年
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
上
カ
ナ
ダ
と
下
カ
ナ
ダ
の
二
植
民
地
に
分
離
さ
れ

た
時
で
あ
っ
た
。
一
八
四
一
年
、
こ
の
ふ
た
つ
の
カ
ナ
ダ
は
、
再
び
『
カ
ナ
ダ
州
（P

rovince of C
anada

）』
と
い
う
ひ
と
つ
の
名
称
の
も
と
に

統
合
さ
れ
た
。」

出
典
＝http://canada.pch.gc.ca/eng/1443789176782

（
31
） 

ジ
ェ
イ
条
約
を
め
ぐ
る
米
国
内
の
紛
争
と
政
党
の
勃
興
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
著
注
18
紹
介
書
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
32
） 

シ
ム
コ
ー
が
一
九
七
二
年
二
月
七
日
に
発
し
た
布
告
（A

 P
roclam

ation, to such as are desirous to S
ettle on the L

ands of the 

C
row

n in the P
rovince of U

pper C
anada

）
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

https://gutenberg.ca/ebooks/sim
coe-proclam

1792/sim
coe-proclam

1792-00-h-dir/sim
coe-proclam

1792-00-h.htm
l

（
33
） 

シ
ム
コ
ー
の
布
告
に
対
す
る
、
一
三
州
か
ら
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
四
五
頁
参
照
。

（
34
） 

シ
ム
コ
ー
は
、
当
初
上
カ
ナ
ダ
の
首
都
を
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ク
（N

ew
ark

＝
後
に
名
称
変
更
さ
れ
て
、
今
日
で
はN

iagara-on-the-L
ake

と
い

う
。）
に
置
い
て
い
た
が
、
一
七
九
七
年
に
ヨ
ー
ク
（Y

ork
＝
今
日
の
ト
ロ
ン
ト
）
に
移
し
た
。

（
35
） 

一
八
一
二
年
米
英
戦
争
に
つ
い
て
の
本
文
の
記
述
は
、
様
々
な
文
献
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ

デ
ィ
ア
の
次
の
記
述
を
中
心
と
し
て
い
る
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/w

ar-of-1812/

（
36
） 

第
二
次
囲
い
込
み
は
、
英
国
で
は
一
般
に
「
議
会
に
よ
る
囲
込
み
（P

arliam
entary enclosure

）」
と
呼
ば
れ
る
。
議
会
が
囲
込
み
法
（T

he 

Inclosure A
ct

）
を
制
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
一
七
七
三
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
一
八
〇
一
年
に
そ
れ
が
整

（
七
四
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

九
〇

理
統
合
さ
れ
（
そ
の
た
め
、
こ
の
法
律
は
特
にInclosure C

onsolidation A
ct

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。）
強
力
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
はE

nclosure

で
は
な
くInclosure

と
綴
っ
た
。

（
37
） 
本
文
に
使
用
し
た
「
土
地
清
掃
」
と
い
う
訳
語
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
レ
ー
ン
著
、
岩
井
淳
・
伊
藤
早
織
訳
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
』
彩
流

社
二
〇
〇
二
年
刊
一
七
一
頁
以
下
に
準
拠
し
た
。

（
38
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
土
地
清
掃
に
関
す
る
引
用
文
は
、
安
藤
光
義
著
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
小
作
農
ク
ロ
フ
タ
ー（C

rofter

）
│
英
国
版
「
百

姓
」
が
示
唆
す
る
も
の
│
」
全
国
農
地
保
有
合
理
化
協
会
刊
『
土
地
と
農
業
』
第
三
四
巻
一
〇
七
頁
よ
り
引
用
。

（
39
） 

表
1
も
含
め
、
移
民
船
に
乗
っ
て
北
米
英
領
、
米
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
か
っ
た
者
の
統
計
の
出
典
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

D
onald H

.A
kenson ‘O

ntario: W
hatever happened to the Irish? ’ P

88　

T
abel 1

こ
の
論
文
は
、
次
の
書
に
掲
記
さ
れ
て
い
る
。

G
erald T

ulchinsky “Im
m
igration in C

anada H
istorical P

erspective ”C
opp C

lark L
ongm

an L
td 1994 P

86

（
40
） 

エ
イ
キ
ン
ソ
ン
注
39
紹
介
論
文P
89　

T
able 2

（
41
） 

上
カ
ナ
ダ
の
一
八
二
八
年
及
び
一
八
三
七
年
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
次
の
資
料
に
依
っ
て
い
る
。

“U
pper C

anada in the 1830s ”G
eneral editor:V

irginia R
. R

obeson; P
ublished:T

oronto, O
ntario Institute for S

tudies in 

E
ducation, 1977. P

.5

（
42
） 

下
カ
ナ
ダ
の
一
八
二
九
年
及
び
一
八
三
〇
年
の
移
民
数
は
、
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
四
一
頁
に
依
っ
て
い
る
。

（
43
） 

下
カ
ナ
ダ
の
人
口
推
移
は
、
次
の
書
に
よ
る
。

E
lisee R

eclus “T
he E

arth and Its Inhabitants ...: B
ritish N

orth A
m
erica P

aperback ”N
ew

 Y
ork, D

. A
ppleton and com

pany 

1893, P
.479

（
44
） 

表
3
に
示
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
へ
の
出
身
別
流
入
数
の
出
典
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
R
onald S

tagg ‘T
he M

yth of the G
reat U

pper C
anadian E

m
igration of 1838 ’“C

anadian M
igration P

atterns from
 B

ritain and 

N
orth A

m
erica ”edited by B

arbara J. M
essam

ore, U
niversity of O

ttaw
a P

ress  

（International C
anadian S

tudies S
eries

）

（
七
四
八
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

九
一

2004/2, P
62 T

able 4. Q
uebec arrrivals  by C

ountry of D
eparture 1815-24

（
45
） 

下
カ
ナ
ダ
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
書
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
中
心
と
な
っ
た
の
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/rebellions-of-1837/

（
46
） John G

eorge L
am

bton D
urham

“L
ord D

urham
’s R

eport on the A
ff airs of B

ritish N
orth A

m
erica ”

（
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ

問
題
に
関
す
る
ダ
ラ
ム
卿
の
報
告
書
）』O

xford C
larendon P

ress, 1912

のF
orgotten B

ooks 

復
刻
（2016/11/9

）
版
二
頁
参
照
。

（
47
） 

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、『
シ
ド
ニ
ー
か
ら
の
手
紙
』 

等
の
著
述
で
、
流
刑
囚
に
労
働
力
を
頼
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
民
を
批
判
し
、
そ

れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
組
織
的
植
民
論
（S

ystem
atic C

olonization

）」
を
提
唱
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
理
論
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
舞
台
に
、
自
ら
の
手
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
」
日
本
大
学
法
学
研
究
所
刊
『
法
学
紀

要
』
第
五
六
巻
（
二
〇
一
五
年
三
月
発
行
）
一
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
48
） 

括
弧
内
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
注
4
引
用
書
一
七
四
頁
よ
り
引
用
。

（
49
） 

一
八
四
一
年
連
合
法
は
、
正
式
に
は
「
上
下
カ
ナ
ダ
植
民
地
を
再
統
一
す
る
法
律
と
カ
ナ
ダ
政
府
の
た
め
の
法
律
（A

n A
ct to reunite the 

P
rovinces of U

pper and L
ow

er C
anada, and for the G

overnm
ent of C

anada, 3 &
 4 V

ictoria, C
hapter 35, P

arliam
ent of the 

U
nited K

ingdom

）」
と
い
う
。

こ
の
一
八
四
〇
年
連
合
法
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

https://english.republiquelibre.org/A
n_A

ct_to_reunite_the_P
rovinces_of_U

pper_and_L
ow

er_C
anada,_and_for_the_

G
overnm

ent_of_C
anada

（
50
） 

キ
ン
グ
ス
ト
ン
（K

ingston

）
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
東
部
に
位
置
す
る
都
市
で
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
の
北
岸
に
あ
り
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
と

リ
ド
ー
運
河
の
起
点
に
位
置
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
米
独
立
戦
争
後
に
難
民
と
し
て
カ
ナ
ダ
に
流
れ
込
ん
だ
王
党
派
の
受
け
入
れ
地
と
し
て
成

長
し
、
一
八
一
二
年
の
米
英
戦
争
で
は
、
英
海
軍
の
オ
ン
タ
リ
オ
湖
分
艦
隊
の
基
地
と
な
っ
て
、
米
海
軍
と
争
っ
た
。

（
51
） 

シ
ド
ナ
ム
卿
の
疑
似
責
任
内
閣
制
に
つ
い
て
の
文
章
は
、
次
の
書
よ
り
引
用
し
た
。

R
oger E

. R
iendeau “A

 B
rief H

istory of C
anada ”F

itzhenry &
 W

hiteside L
td 

（2000/4/1

）P
. 120

（
七
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

九
二

（
52
） 

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（L

ouis H
ippolyte L

afontaine

）
は
下
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
で
、
一
八
三
〇
年
に
立
法
議
会
議
員
と
な
っ
た
。
当
時
は
パ
ピ

ノ
ー
の
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
一
八
三
七
年
の
反
乱
に
は
参
加
せ
ず
、
む
し
ろ
、
英
国
憲
法
の
原
則
を
理
解
し
、
そ
の
枠
内
で
の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ

ダ
人
の
生
存
の
手
段
を
探
る
方
向
に
努
力
す
る
よ
う
に
な
る
。（
出
典
＝D

ictionary of C
anadian B

iography

＝

http://w
w
w
.biographi.ca/en/bio/la_fontaine_louis_hippolyte_9E

.htm
l

（
53
） 

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（R

obert B
aldw

in

）
は
、
彼
自
身
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
祖
父
の
ロ
バ
ー
ト
（
同
名
で
あ
る
孫
と
区
別
す
る
た
め
、

「
移
民
の
ロ
バ
ー
ト
（R

obert the em
igrant

）」
と
呼
ば
れ
る
。）
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
一
七
九
九
年
に
移
民
し
て
き
て
い
た
。
彼
の
従
兄
弟
の

モ
ー
リ
ス
（M

aurice S
collard B

aldw
in

）
は
英
国
教
会
の
司
教
で
あ
り
、
サ
リ
バ
ン
（R

obert B
aldw

in S
ullivan

）
は
ト
ロ
ン
ト
市
長
で
あ

り
、
コ
ー
ネ
ル
（ C

onnell Jam
es B

aldw
in

）
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
指
導
者
で
あ
る
な
ど
、
き
わ
め
て
強
い
社
会
的
影
響
力
を

持
ち
、
王
党
派
の
門
閥
と
戦
う
一
族
の
一
人
で
あ
っ
た
。（
出
典
＝D

ictionary of C
anadian B

iography

＝

http://w
w
w
.biographi.ca/en/bio/baldw

in_robert_8E
.htm

l

（
54
） 

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
及
び
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
入
閣
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ン
ド
ゥ
注
51
引
用
書
一
二
〇
頁
参
照
。

（
55
） 

一
八
四
二
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
の
失
敗
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
ル
ズ
注
20
引
用
書
六
四
頁
参
照
。

（
56
） 

表
4
は
、
エ
イ
キ
ン
ソ
ン
注
39
紹
介
論
文P

90　
T
able 3

に
依
る
。

（
57
） 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
を
参
照
。

山
本
正
『
図
説　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
二
〇
一
七
年
刊
八
四
頁
以
降
。

（
58
） 

暗
黒
の
一
八
四
七
年
に
関
す
る
文
は
、
佐
藤 

郁
「
暗
黒
の
一
八
四
七
年
│
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
受
け
入
れ
」『
国
際
地
域
学

研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月
号
一
七
九
頁
以
下
よ
り
引
用
。

（
59
） 

表
5
は
、
エ
イ
キ
ン
ソ
ン
注
39
紹
介
論
文
一
〇
八
頁　

T
able 13

に
依
る
。

（
60
） 

メ
ト
カ
ー
フ
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ン
ド
ゥ
注
51
紹
介
書
一
二
二
頁
参
照
。

（
61
） 

ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
に
お
け
る
責
任
政
府
の
導
入
に
関
す
る
文
章
は
、
リ
ー
ン
ド
ゥ
注
51
紹
介
書
一
二
二
頁
よ
り
引
用
。

（
62
） 

北
米
英
領
＝
米
国
相
互
主
義
協
定
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
七
五
〇
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

九
三

https://w
w
w
.collectionscanada.gc.ca/confederation/023001-7101-e.htm

l
（
63
） 

一
八
一
八
年
の
条
約
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

http://avalon.law
.yale.edu/19th_century/conv1818.asp

（
64
） 
ポ
ー
ク
の
過
激
な
膨
張
政
策
に
関
す
る
記
述
は
、
主
と
し
て
次
の
サ
イ
ト
に
依
存
し
た
。

http://w
w
w
.ushistory.org/us/29b.asp

（
65
） 

米
墨
戦
争
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
著
注
18
紹
介
書
八
五
頁
参
照
。

（
66
） 

オ
レ
ゴ
ン
条
約
は
正
式
名
称
をT

reaty betw
een H

er M
ajesty and the U

nited S
tates of A

m
erica, for the S

ettlem
ent of the 

O
regon B

oundary

（
オ
レ
ゴ
ン
境
界
の
和
解
の
た
め
の
女
王
陛
下
と
米
国
と
の
間
の
条
約
）
と
い
う
。
そ
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と

が
で
き
る
。

https://w
w
w
.loc.gov/law

/help/us-treaties/bevans/b-gb-ust000012-0095.pdf

（
67
） 

ダ
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.biographi.ca/en/bio/douglas_jam

es_10E
.htm

l

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/sir-jam

es-douglas/

（
68
） 

ア
ラ
バ
マ
号
事
件
（A
labam

a C
laim

s

）：
米
国
は
、
南
北
戦
争
中
に
、
英
国
が
中
立
義
務
に
違
反
し
て
、
南
部
連
合
に
ア
ラ
バ
マ
号
、
シ
ェ

ナ
ン
ド
ー
号
な
ど
数
隻
の
通
商
破
壊
艦
を
英
国
民
間
造
船
所
が
建
造
し
て
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
米
国
が
損
害
を
受
け
た
と
し
て
、
一
八
六
九
年
に
、

英
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
。
請
求
は
、
主
に
一
八
六
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
沿
岸
で
沈
没
す
る
ま
で
に
、
六
〇
隻
以
上
の
拿
捕
に
成
功
し

た
ア
ラ
バ
マ
号
に
焦
点
を
当
て
て
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。

国
際
仲
裁
法
廷
は
一
八
七
二
年
に
米
国
の
主
張
を
認
め
、
英
国
に
対
し
、
米
国
に
一
五
五
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
れ
は
国
際
仲

裁
に
お
け
る
重
要
な
前
例
と
な
り
、
一
九
六
九
年
に
成
立
し
た
国
連
条
約
法
条
約
二
七
条
の
明
言
す
る
国
内
法
に
対
す
る
国
際
法
の
優
位
原
則
を
確

立
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
な
お
、
拙
著
注
18
紹
介
書
一
四
一
頁
参
照
。

（
69
） 

ケ
ベ
ッ
ク
決
議
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
七
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

九
四

http://w
w
w
.heritage.nf.ca/articles/politics/quebec-conference-resolutions.php

（
70
） 

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
会
議
、
ケ
ベ
ッ
ク
会
議
及
び
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
次
の
サ
イ
ト
に
依
存
し
て
執
筆
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.collectionscanada.gc.ca/confederation/023001-2500-e.htm

l

（
71
） 
一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
の
そ
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
英
国
議
会
の
設
け
て
い
る
立
法
に
関
す
る
サ
イ
ト

で
あ
る
。

http://w
w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/V

ict/30-31/3/enacted

（
72
） 

一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
は
、
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
憲
法
に
よ
り
、「
一
八
六
七
年
憲
法
（C

onstitution A
ct 1867

）」
と
改
称
さ
れ
た
。
し

か
し
、
本
稿
で
は
、
歴
史
的
流
れ
を
紹
介
す
る
意
味
で
、
一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
て
い
る
。

（
73
） 

一
八
六
七
年
北
米
英
領
法
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
自
治
領
が
誕
生
す
る
が
、
そ
の
際
に
統
一
名
称
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
名
称
を
選
ん
だ
に
つ
い

て
は
、
注
30
に
前
示
し
た
カ
ナ
ダ
政
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
次
の
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
初
の
段
階
で
は
、
自

治
領
全
体
の
名
称
と
し
て
は
、
実
に
一
三
も
の
様
々
な
名
称
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
の
論
争
は
、
一
八
六
五
年
二
月
九
日
に
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ー
シ
ー
・
マ
ク
ギ
ー
（T

hom
as D

’A
rcy M

cG
ee

）
に
委
ね
ら
れ
た
。『
私
は
新
し

い
名
称
を
使
用
し
よ
う
と
い
う
一
ダ
ー
ス
以
上
の
提
案
を
新
聞
で
読
ん
で
い
る
。
新
し
い
国
家
の
名
称
と
し
て
、
あ
る
者
はT

uponia

を
選
択
し
、

他
の
者
はH

ochelaga

を
選
択
し
て
い
る
。
さ
て
、
私
は
、
議
員
諸
君
に
、
あ
る
爽
や
か
な
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
、
自
分
が
カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
代
わ

り
に
、T

uponia

人
な
い
しH

ochelaga

人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
ら
、
ど
ん
な
気
分
に
な
る
の
か
、
尋
ね
た
い
。』

後
世
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
マ
ク
ギ
ー
の
ウ
ィ
ッ
ト
と
理
性
、
そ
し
て
常
識
の
お
か
げ
で
、
一
八
六
七
年
、
カ
ナ
ダ
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
及

び
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
カ
ナ
ダ
の
名
の
下
に
、『
自
治
領
（D

om
inion

）』
と
な
っ
た
。」

こ
の
文
中
に
出
て
き
た
マ
ク
ギ
ー
は
、
一
八
二
五
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
一
八
歳
の
時
に
米
国
に
移
民
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
過
激
な

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
派
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、
そ
の
政
治
風
土
を
米
国
よ
り
も
好
ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
一
八
五
七
年
春

に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
移
住
す
る
。
そ
の
年
一
二
月
に
彼
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
選
出
議
員
と
し
て
連
合
カ
ナ
ダ
議
会
の
一
員
と
な
り
、
連
邦
結
成
に

尽
力
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
六
八
年
、
彼
は
暗
殺
さ
れ
た
。
犯
人
は
彼
の
政
治
的
転
向
を
憎
ん
だ
フ
ェ
ミ
ニ
ン
同
盟
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
真

（
七
五
二
）



カ
ナ
ダ
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

九
五

相
は
今
も
謎
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/thom

as-darcy-m
cgee/

http://w
w
w
.biographi.ca/en/bio/m

cgee_thom
as_d_arcy_9E

.htm
l

（
74
） 
自
治
領
と
い
う
言
葉
と
し
て
、D

om
inion

が
選
ば
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.thecanadianencyclopedia.ca/en/article/dom

inion/

（
75
） 

オ
タ
ワ
が
首
都
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
オ
タ
ワ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
女
王
の
裁
断
が
あ
っ
た

後
に
お
い
て
す
ら
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
北
米
英
領
法
の
中
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

https://ottaw
a.ca/en/residents/arts-heritage-and-culture/city-ottaw

a-archives/exhibitions/virtual-exhibit-ottaw
a-becom

es-

capital

（
七
五
三
）
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